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（７）外国人の人権について 

【問17】外国人に関する人権上の問題点 

 「就職・職場で不利な扱いを受けること」（52.2％）が最も高く、「差別的な言動をさ

れること」（47.9％）、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」（47.1％）が続

きます。 

「その他」としては、「小学校等で母国語しか分からない子どもへの対応が届かず教育

に支障が出ること」「外国人に対する差別を逆手にとって、過剰な権利を主張する活動家

が存在すること」などの回答がありました。 

外国人に関する人権上の問題点 

外国人に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはどのようなことです

か。（あてはまるものすべてに○） 
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外国人に関する人権上の問題点【属性別】 
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47.1% 25.9% 52.2% 47.9% 35.4% 24.5% 46.8% 28.7% 0.8% 5.0% 8.2% 5.3%

男性（589人） 43.6% 25.5% 51.6% 44.3% 32.3% 22.2% 45.3% 27.0% 0.7% 6.5% 7.1% 5.4%

女性（695人） 50.4% 26.3% 53.1% 51.5% 38.3% 26.6% 48.1% 29.8% 1.0% 3.7% 8.9% 4.9%

その他（4人） 75.0% 75.0% 75.0% 75.0% 50.0% 50.0% 100.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 33.3% 14.3% 33.3% 23.8% 23.8% 14.3% 33.3% 28.6% － 9.5% 14.3% 14.3%

２９歳以下（127人） 61.4% 34.6% 57.5% 69.3% 32.3% 29.1% 52.0% 35.4% － 3.9% 6.3% 1.6%

３０歳代（123人） 57.7% 37.4% 59.3% 57.7% 40.7% 34.1% 51.2% 42.3% 1.6% 4.9% 4.9% 0.8%

４０歳代（217人） 52.1% 31.3% 54.8% 51.6% 37.3% 24.4% 49.3% 25.8% 0.9% 4.1% 8.3% 1.8%

５０歳代（213人） 53.1% 22.1% 54.9% 46.5% 34.3% 23.5% 45.5% 25.8% 0.9% 4.7% 6.6% 3.3%

６０歳代（247人） 41.3% 20.6% 51.4% 47.0% 35.6% 20.2% 47.8% 29.6% 1.2% 4.5% 8.9% 4.5%

７０歳以上（364人） 36.5% 21.7% 45.9% 37.1% 34.1% 23.4% 42.3% 24.5% 0.5% 6.3% 9.9% 11.5%

無回答（18人） 38.9% 22.2% 38.9% 33.3% 33.3% 22.2% 38.9% 33.3% － 11.1% 16.7% 11.1%

会社員・公務員など（405人） 49.1% 28.6% 54.8% 51.1% 35.3% 23.7% 51.1% 30.4% 1.0% 5.7% 5.4% 1.5%

契約・派遣社員など（224人） 51.3% 23.7% 56.3% 45.1% 38.8% 25.4% 44.6% 28.6% 1.3% 4.0% 11.6% 2.7%

自営業等（78人） 39.7% 19.2% 41.0% 39.7% 28.2% 17.9% 35.9% 25.6% 1.3% 6.4% 12.8% 10.3%

家事に従事（222人） 49.5% 26.1% 51.4% 51.8% 40.1% 27.9% 46.8% 31.5% 0.5% 4.5% 5.4% 5.9%

学生（42人） 66.7% 42.9% 71.4% 78.6% 40.5% 38.1% 61.9% 40.5% － － 2.4% 2.4%

その他の職業（23人） 60.9% 17.4% 78.3% 65.2% 34.8% 39.1% 65.2% 30.4% － － － 13.0%

仕事はしていない（294人） 38.4% 24.5% 45.9% 40.8% 31.3% 21.4% 42.2% 23.5% 0.3% 5.8% 11.2% 9.9%

無回答（21人） 33.3% 14.3% 28.6% 23.8% 23.8% 19.0% 38.1% 28.6% 4.8% 9.5% 14.3% 14.3%

多く存在する（327人） 61.2% 33.9% 63.6% 63.0% 46.5% 30.0% 56.6% 40.7% 1.5% 1.8% 1.5% 5.2%

ある程度存在する（826人） 44.7% 24.8% 52.1% 46.5% 33.3% 23.7% 46.2% 25.7% 0.6% 4.1% 9.6% 3.6%

存在しない（108人） 33.3% 15.7% 32.4% 27.8% 24.1% 19.4% 31.5% 23.1% 0.9% 18.5% 10.2% 10.2%

無回答（48人） 25.0% 12.5% 20.8% 14.6% 20.8% 12.5% 22.9% 12.5% － 12.5% 25.0% 22.9%

年代別

職業別

問３（キ：外
国人）「差別
や人権侵害
の存在の有
無」の回答
内容別

全体（1,309人）

性別

回答内容

属性
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_性別  

 「特にない」を除く全ての回答内容で女性が男性を上回っており、特に「差別的な言

動をされること」では女性（51.5％）が男性（44.3％）を７ポイント上回っています。 

 年代別  

 ６つの回答内容で 30歳代が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 職業別  

 「その他」「特にない」を除く全ての回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高く

なっており、特に「差別的な言動をされること」では他の職業に比べて 26 ポイント以上

高くなっています。 

_問３（キ：外国人）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別  

 「差別的な言動をされること」では人権侵害が≪多く存在する≫（63.0％）が≪存在

しない≫（27.8％）を 35 ポイント上回っています。 
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【問18】ヘイトスピーチについての認知度 

 ヘイトスピーチの「言葉も意味も知っていた」という人が 51.0％、「言葉は知ってい

たが、意味は知らなかった」という人が 26.3％、「知らなかった」という人が 20.3％と

なっています。 

ヘイトスピーチについての認知度 

あなたは、ヘイトスピーチを知っていますか。（○は１つ） 



96

ヘイトスピーチについての認知度【属性別】 

_性別  

 「言葉も意味も知っていた」では男性（61.0％）が女性（42.7％）を 18 ポイント上回

っています。 

 年代別  

 「言葉も意味も知っていた」では 30 歳代以上で４割を超えており、50 歳代（56.3％）

が他の年代に比べて最も高くなっています。 

一方、「知らなかった」では 29 歳以下（30.7％）が他の年代に比べて最も高くなって

います。 

 職業別  

  「言葉も意味も知っていた」では≪会社員・公務員・団体職員≫（60.0％）が他の職業

に比べて６ポイント以上高くなっています。 

言葉も意味も
知っていた

言葉は知って
いたが、意味
は知らなった

知らなかった 無回答

51.0% 26.3% 20.3% 2.4%

男性（589人） 61.0% 22.9% 13.8% 2.4%

女性（695人） 42.7% 29.5% 25.9% 1.9%

その他（4人） 50.0% 25.0% 25.0% －

無回答（21人） 47.6% 14.3% 19.0% 19.0%

２９歳以下（127人） 39.4% 29.1% 30.7% 0.8%

３０歳代（123人） 43.1% 33.3% 22.0% 1.6%

４０歳代（217人） 54.8% 27.6% 17.1% 0.5%

５０歳代（213人） 56.3% 26.8% 15.5% 1.4%

６０歳代（247人） 53.0% 25.1% 20.2% 1.6%

７０歳以上（364人） 50.8% 23.4% 20.9% 4.9%

無回答（18人） 55.6% 11.1% 22.2% 11.1%

会社員・公務員など（405人） 60.0% 23.2% 16.5% 0.2%

契約・派遣社員など（224人） 41.1% 31.3% 26.8% 0.9%

自営業等（78人） 42.3% 26.9% 24.4% 6.4%

家事に従事（222人） 45.5% 30.2% 22.1% 2.3%

学生（42人） 45.2% 33.3% 21.4% －

その他の職業（23人） 52.2% 30.4% 13.0% 4.3%

仕事はしていない（294人） 53.1% 23.8% 18.4% 4.8%

無回答（21人） 57.1% 4.8% 23.8% 14.3%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

回答内容
属性
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【問19】外国人の人権を守るために必要なこと 

 「互いが、ともに暮らす市民であることの理解を深める啓発を推進する」（44.5％）が

最も高く、「外国人も、日本人と同等のサービス（医療、福祉、教育等）を受けられるよ

うにする」（37.4％）、「外国人と日本人の相互理解と交流を進める」（34.8％）が続きま

す。 

「その他」としては、「日本人への外国語教育を充実させる」「多様性を重視し、雇用

などに影響が出ないようにする」などの回答がありました。 

外国人の人権を守るために必要なこと 

外国人の人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（○は３

つまで） 
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外国人の人権を守るために必要なこと【属性別】 
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44.5% 28.2% 32.3% 21.9% 37.4% 34.8% 16.1% 2.1% 3.0% 4.9% 7.0%

男性（589人） 44.8% 24.3% 29.9% 23.6% 36.2% 34.5% 18.7% 2.9% 4.1% 5.3% 6.6%

女性（695人） 44.7% 31.8% 34.5% 21.2% 38.6% 35.3% 14.2% 1.6% 2.2% 4.6% 6.5%

その他（4人） 25.0% 50.0% 50.0% 25.0% 50.0% 75.0% 25.0% － － － －

無回答（21人） 28.6% 14.3% 23.8% － 28.6% 23.8% 4.8% － － 4.8% 38.1%

２９歳以下（127人） 30.7% 31.5% 33.9% 21.3% 41.7% 36.2% 14.2% 1.6% 3.1% 7.9% 7.9%

３０歳代（123人） 38.2% 27.6% 31.7% 20.3% 35.0% 39.0% 19.5% 4.9% 2.4% 3.3% 7.3%

４０歳代（217人） 45.2% 34.6% 34.1% 19.4% 28.1% 45.2% 14.3% 2.3% 3.2% 7.4% 2.3%

５０歳代（213人） 39.4% 34.3% 40.4% 20.2% 33.8% 30.0% 22.1% 2.3% 2.8% 4.7% 5.6%

６０歳代（247人） 47.8% 26.7% 32.8% 22.7% 36.8% 34.0% 17.0% 2.0% 3.2% 4.0% 6.1%

７０歳以上（364人） 52.2% 21.4% 26.6% 25.8% 45.3% 30.5% 13.5% 1.4% 3.0% 3.6% 9.1%

無回答（18人） 33.3% 16.7% 16.7% － 22.2% 27.8% － － － 5.6% 44.4%

会社員・公務員など（405人） 40.2% 28.6% 32.8% 21.7% 34.8% 37.8% 19.0% 2.7% 3.7% 4.7% 5.4%

契約・派遣社員など（224人） 46.9% 31.7% 35.3% 21.9% 36.6% 36.6% 16.1% 2.7% 2.2% 5.8% 3.1%

自営業等（78人） 43.6% 26.9% 29.5% 15.4% 29.5% 43.6% 10.3% 3.8% 3.8% 9.0% 7.7%

家事に従事（222人） 48.2% 30.2% 33.8% 19.8% 40.1% 38.7% 15.8% 0.9% 3.2% 2.3% 5.9%

学生（42人） 28.6% 38.1% 35.7% 21.4% 40.5% 47.6% 14.3% － 2.4% 2.4% 9.5%

その他の職業（23人） 56.5% 30.4% 43.5% 17.4% 56.5% 17.4% 13.0% － － － 17.4%

仕事はしていない（294人） 48.0% 23.5% 28.9% 26.5% 40.5% 24.1% 15.6% 2.0% 2.7% 6.1% 9.5%

無回答（21人） 33.3% 9.5% 14.3% 14.3% 23.8% 28.6% － － － 4.8% 38.1%

多く存在する（327人） 46.8% 31.5% 38.8% 20.8% 40.4% 36.1% 16.8% 3.1% 0.9% 3.7% 7.0%

ある程度存在する（826人） 44.1% 29.2% 31.8% 22.0% 36.8% 34.9% 17.1% 1.5% 3.3% 4.7% 6.2%

存在しない（108人） 42.6% 21.3% 23.1% 25.0% 36.1% 35.2% 9.3% 4.6% 7.4% 6.5% 6.5%

無回答（48人） 39.6% 4.2% 16.7% 20.8% 29.2% 25.0% 10.4% 2.1% 2.1% 12.5% 22.9%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（キ：外
国人）「差別
や人権侵害
の存在の有
無」の回答
内容別

属性

回答内容
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_性別  

 「外国語による情報提供を充実させる」では女性（31.8％）が男性（24.3％）を７ポ

イント上回っています。 

 年代別  

 「互いが、ともに暮らす市民であることの理解を深める啓発を推進する」「外国人のた

めの日本語教室を設ける」「外国人も、日本人と同等のサービス（医療、福祉、教育等）

を受けられるようにする」では 70 歳以上が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 職業別  

 「互いが、ともに暮らす市民であることの理解を深める啓発を推進する」では≪学生

≫を除く全ての職業で４割を超えています。 

 問３（キ：外国人）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「互いが、ともに暮らす市民であることの理解を深める啓発を推進する」では人権侵

害が≪存在しない≫（42.6％）でも４割を超えています。 

また、「外国人のための日本語教室を設ける」では人権侵害が≪存在しない≫（25.0％）

の割合が最も高くなっています。 
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（８）疾病等にかかる人権侵害について 

【問20】エイズ患者やＨＩＶ感染者、ハンセン病患者等に関する人権上の問題点 

 「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」（59.4％）が最も高く、「就職・職

場で不利な扱いを受けること」（51.9％）、「差別的な言動をされること」（51.6％）が続

きます。 

「その他」としては、「感染源や症状について、知らない人が多いこと」などの回答が

ありました。 

エイズ患者やＨＩＶ感染者、ハンセン病患者等に関する人権上の問題点 

エイズ患者やＨＩＶ（エイズウィルス）感染者、ハンセン病患者等に関する事柄で、あな

たが人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 
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エイズ患者やＨＩＶ感染者、ハンセン病患者等に関する人権上の問題点【属性別】 
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59.4% 37.2% 51.9% 45.0% 29.0% 51.6% 35.9% 34.0% 32.5% 34.6% 0.2% 2.4% 12.5% 3.1%

男性（589人） 58.2% 34.5% 50.8% 42.3% 24.6% 48.4% 33.6% 31.1% 31.7% 30.4% 0.2% 4.1% 12.4% 2.5%

女性（695人） 60.9% 39.9% 52.8% 47.5% 33.1% 54.5% 38.1% 36.4% 33.5% 38.0% 0.3% 1.2% 12.8% 2.7%

その他（4人） 75.0% 75.0% 75.0% 100.0% 25.0% 100.0% 75.0% 100.0% 75.0% 75.0% － － － －

無回答（21人） 38.1% 19.0% 47.6% 28.6% 19.0% 38.1% 19.0% 23.8% 14.3% 33.3% － － 9.5% 28.6%

２９歳以下（127人） 60.6% 37.8% 42.5% 46.5% 25.2% 60.6% 33.1% 29.1% 30.7% 34.6% － 2.4% 15.0% 0.8%

３０歳代（123人） 67.5% 43.1% 52.8% 49.6% 34.1% 63.4% 35.0% 34.1% 37.4% 36.6% － 1.6% 7.3% 1.6%

４０歳代（217人） 64.1% 41.5% 52.5% 45.2% 32.3% 53.9% 35.0% 32.7% 31.8% 32.3% 0.5% 2.3% 15.2% 0.5%

５０歳代（213人） 61.0% 32.4% 57.3% 50.7% 30.0% 50.7% 35.7% 28.6% 28.6% 32.9% 0.5% 1.9% 11.7% 0.9%

６０歳代（247人） 57.9% 35.6% 53.8% 41.7% 25.9% 50.6% 39.3% 35.6% 32.4% 36.8% 0.4% 2.8% 10.1% 2.8%

７０歳以上（364人） 54.1% 36.8% 50.0% 42.3% 28.3% 44.8% 36.0% 38.5% 34.9% 34.6% － 3.0% 14.0% 6.3%

無回答（18人） 44.4% 27.8% 50.0% 33.3% 27.8% 44.4% 27.8% 33.3% 22.2% 38.9% － － 11.1% 22.2%

会社員・公務員など（405人） 61.2% 38.5% 51.4% 42.7% 28.6% 52.1% 35.3% 28.9% 29.4% 32.3% 0.2% 3.0% 12.3% 0.5%

契約・派遣社員など（224人） 60.7% 37.1% 52.2% 48.7% 33.5% 54.5% 36.6% 35.7% 38.4% 37.5% 0.9% 1.3% 13.4% 1.3%

自営業等（78人） 59.0% 35.9% 47.4% 46.2% 24.4% 46.2% 33.3% 38.5% 29.5% 29.5% － 1.3% 17.9% 6.4%

家事に従事（222人） 61.7% 35.6% 53.6% 44.1% 28.4% 53.6% 37.4% 37.8% 32.0% 39.6% － 2.3% 9.5% 3.2%

学生（42人） 69.0% 42.9% 50.0% 57.1% 28.6% 73.8% 31.0% 35.7% 35.7% 28.6% － 2.4% 2.4% －

その他の職業（23人） 60.9% 47.8% 78.3% 65.2% 43.5% 52.2% 47.8% 52.2% 52.2% 47.8% － － 4.3% 8.7%

仕事はしていない（294人） 53.7% 36.1% 51.0% 43.5% 27.6% 46.3% 36.4% 34.0% 32.7% 32.7% － 3.4% 15.0% 5.4%

無回答（21人） 42.9% 28.6% 42.9% 28.6% 19.0% 42.9% 23.8% 33.3% 19.0% 38.1% － － 14.3% 23.8%

多く存在する（416人） 71.4% 46.4% 60.3% 50.7% 35.1% 62.5% 45.7% 39.9% 38.2% 43.5% 0.5% 0.7% 6.3% 2.6%

ある程度存在する（734人） 57.4% 35.1% 51.6% 45.4% 28.6% 50.0% 33.7% 33.4% 32.0% 31.1% 0.1% 1.9% 13.2% 1.8%

存在しない（109人） 42.2% 23.9% 37.6% 33.9% 17.4% 35.8% 25.7% 25.7% 24.8% 29.4% － 11.0% 23.9% 4.6%

無回答（50人） 26.0% 20.0% 16.0% 16.0% 10.0% 20.0% 10.0% 12.0% 10.0% 24.0% － 6.0% 30.0% 22.0%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（ク：疾病
等）「差別や人
権侵害の存在
の有無」の回
答内容別

回答内容

属性
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_性別  

 「特にない」を除く全ての回答内容で女性が男性を上回っており、特に「無断でエイ

ズ検査等をされること」では女性（33.1％）が男性（24.6％）を８ポイント上回ってい

ます。 

 年代別  

 「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」では 30 歳代から年代が上がるとと

もに減少していますが、60 歳代以上を除く全ての年代で６割を超えています。 

 職業別  

 ４つの回答内容で≪学生≫が最も高くなっており、特に「差別的な言動をされること」

では他の職業に比べて 19 ポイント以上高くなっています。 

 問３（ク：疾病等）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 特に「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」では人権侵害が≪多く存在す

る≫（71.4％）が≪存在しない≫（42.2％）を 29 ポイント上回っています。 
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前回調査との比較 

エイズ患者やＨＩＶ感染者、ハンセン病患者等に関する人権上の問題点について、６ 

つの回答内容で前回から上がっており、特に「無断でエイズ検査等をされること」では 

前回から６ポイント上がっています。 

エイズ患者やＨＩＶ感染者、ハンセン病患者等に関する人権上の問題点【比較】 
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【問21】新型コロナウイルス感染症に関する人権上の問題点 

 「医療従事者やその家族等が差別的な言動をされること」（62.8％）が最も高く、「患

者やその家族等が差別的な言動をされること」（59.4％）、「職場、学校等で嫌がらせやい

じめを受けること」（53.5％）が続きます。 

「その他」としては、「マスクは義務ではないのに強制しようとする社会」「ワクチン

接種の有無に関して、考えの押し付けがあること」などの回答がありました。 

新型コロナウイルス感染症に関する人権上の問題点 

新型コロナウイルス感染症に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはど

のようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 
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新型コロナウイルス感染症に関する人権上の問題点【属性別】 
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無
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53.5% 45.1% 51.1% 21.2% 59.4% 62.8% 43.9% 47.7% 0.8% 4.2% 5.0% 2.8%

男性（589人） 51.4% 43.1% 47.4% 19.2% 56.0% 53.7% 42.3% 44.8% 0.8% 6.6% 6.1% 2.4%

女性（695人） 55.7% 46.9% 54.7% 22.4% 62.4% 71.2% 45.2% 50.6% 0.9% 2.3% 4.3% 2.4%

その他（4人） 75.0% 75.0% 100.0% 50.0% 100.0% 75.0% 100.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 33.3% 38.1% 28.6% 33.3% 47.6% 38.1% 33.3% 19.0% － － － 23.8%

２９歳以下（127人） 56.7% 48.8% 44.9% 20.5% 62.2% 61.4% 41.7% 54.3% 0.8% 0.8% 8.7% 0.8%

３０歳代（123人） 65.0% 57.7% 51.2% 25.2% 65.0% 76.4% 41.5% 61.0% 1.6% 1.6% 3.3% 1.6%

４０歳代（217人） 59.4% 53.5% 49.3% 20.7% 61.8% 60.8% 39.6% 50.7% 0.9% 5.1% 7.8% 0.5%

５０歳代（213人） 53.1% 45.5% 48.4% 20.7% 61.5% 67.6% 41.8% 46.5% 0.9% 2.8% 4.2% 0.5%

６０歳代（247人） 51.4% 39.3% 55.5% 20.6% 58.3% 62.8% 45.3% 46.2% － 5.7% 4.9% 2.8%

７０歳以上（364人） 47.3% 38.7% 53.6% 20.3% 54.9% 58.0% 48.6% 42.0% 1.1% 5.8% 3.3% 5.5%

無回答（18人） 38.9% 38.9% 38.9% 38.9% 55.6% 44.4% 33.3% 22.2% － － 5.6% 22.2%

会社員・公務員など（405人） 51.6% 47.2% 46.7% 21.0% 57.8% 64.2% 38.3% 49.1% 0.5% 4.7% 5.4% 0.2%

契約・派遣社員など（224人） 57.6% 49.1% 51.3% 18.8% 66.5% 63.8% 49.6% 50.4% 1.3% 3.6% 4.9% 1.3%

自営業等（78人） 51.3% 42.3% 53.8% 17.9% 50.0% 52.6% 37.2% 42.3% 2.6% 5.1% 9.0% 2.6%

家事に従事（222人） 58.1% 43.7% 58.6% 23.0% 59.5% 68.5% 45.0% 50.0% 0.5% 2.7% 3.2% 3.6%

学生（42人） 71.4% 47.6% 52.4% 21.4% 71.4% 61.9% 50.0% 59.5% － － － －

その他の職業（23人） 73.9% 69.6% 69.6% 47.8% 60.9% 78.3% 73.9% 52.2% 4.3% － － 8.7%

仕事はしていない（294人） 47.3% 39.8% 50.3% 20.4% 57.5% 59.5% 45.9% 43.5% 0.3% 6.1% 5.8% 5.1%

無回答（21人） 33.3% 33.3% 33.3% 28.6% 52.4% 33.3% 28.6% 14.3% 4.8% － 9.5% 23.8%

多く存在する（416人） 59.6% 50.5% 54.8% 24.8% 67.1% 71.4% 49.0% 58.7% 1.2% 1.9% 2.2% 2.2%

ある程度存在する（734人） 53.7% 45.1% 51.8% 21.1% 59.3% 62.5% 44.1% 45.1% 0.7% 4.4% 4.9% 1.5%

存在しない（109人） 40.4% 32.1% 39.4% 13.8% 42.2% 46.8% 27.5% 33.0% 0.9% 11.9% 11.9% 3.7%

無回答（50人） 28.0% 30.0% 36.0% 10.0% 36.0% 30.0% 32.0% 26.0% － 4.0% 16.0% 24.0%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（ク：疾
病等）「差別
や人権侵害
の存在の有
無」の回答
内容別

回答内容

属性



                   Ⅱ 調査結果 

107

_性別  

 「特にない」を除く全ての回答内容で女性が男性を上回っており、特に「医療従事者

やその家族等が差別的な言動をされること」では女性（71.2％）が男性（53.7％）を 17

ポイント上回っています。 

 年代別  

 「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」「就職・職場で不利な扱いを受ける

こと」「患者やその家族等が差別的な言動をされること」「マスメディア等で不確かな情

報が拡散されること」では 30 歳代が他の年代に比べて最も高く、年代が上がるとともに

減少しています。 

 職業別  

 ４つの回答内容で≪学生≫が最も高くなっており、特に「職場、学校等で嫌がらせや

いじめを受けること」では他の職業に比べて 13ポイント以上高くなっています。 

 問３（ク：疾病等）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」「患者やその家族等が差別的な言動

をされること」「医療従事者やその家族等が差別的な言動をされること」では人権侵害が

≪存在しない≫でも４割を超えています。 
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【問22】疾病等にかかる人権侵害を防ぐために必要なこと 

 「プライバシーに配慮した医療体制や検査体制を充実する」（52.3％）が最も高く、「疾

病等に関する正しい知識についての教育を充実する」（43.9％）、「患者や感染者、その家

族等を支援するため、行政・医療機関・民間団体等の連携を推進する」（31.9％）が続き

ます。 

「その他」としては、「メディアの情報だけでなく、多くの情報から各個人が精査する」

「身近な人が感染症にかかったら他言しない」などの回答がありました。 

疾病等にかかる人権侵害を防ぐために必要なこと 

疾病等にかかる人権侵害を防ぐために、あなたはどのようなことが必要だと思います

か。（○は３つまで） 
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疾病等にかかる人権侵害を防ぐために必要なこと【属性別】 
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52.3% 22.7% 24.0% 43.9% 31.9% 25.7% 17.6% 0.8% 1.6% 6.4% 7.8%

男性（589人） 52.8% 23.6% 24.6% 40.1% 28.2% 26.0% 17.5% 0.8% 2.4% 6.6% 8.1%

女性（695人） 52.2% 21.9% 24.0% 47.3% 35.7% 25.9% 18.0% 0.7% 1.0% 6.2% 6.8%

その他（4人） 75.0% 25.0% － 75.0% 50.0% 25.0% 50.0% － － － －

無回答（21人） 38.1% 23.8% 9.5% 28.6% 9.5% 14.3% 4.8% － － 9.5% 33.3%

２９歳以下（127人） 57.5% 22.8% 18.9% 44.1% 25.2% 25.2% 18.1% － 1.6% 10.2% 5.5%

３０歳代（123人） 48.0% 30.1% 28.5% 46.3% 29.3% 25.2% 21.1% 1.6% － 4.1% 4.9%

４０歳代（217人） 57.6% 24.9% 24.9% 47.0% 29.5% 22.6% 19.8% 1.4% 1.4% 7.4% 3.2%

５０歳代（213人） 46.9% 21.1% 24.4% 39.0% 37.6% 23.0% 16.4% 0.9% 1.4% 7.0% 8.9%

６０歳代（247人） 54.7% 22.3% 21.9% 45.7% 32.0% 26.3% 15.8% 0.8% 3.2% 6.1% 7.7%

７０歳以上（364人） 51.1% 19.8% 25.8% 43.1% 34.6% 29.4% 17.6% 0.3% 1.4% 4.7% 10.7%

無回答（18人） 38.9% 27.8% 5.6% 33.3% 5.6% 22.2% 5.6% － － 16.7% 27.8%

会社員・公務員など（405人） 52.3% 24.0% 26.2% 47.4% 30.6% 23.5% 16.3% 1.2% 2.0% 6.4% 5.4%

契約・派遣社員など（224人） 53.6% 20.5% 24.1% 40.6% 35.3% 33.0% 21.4% 1.3% 2.2% 5.8% 6.3%

自営業等（78人） 43.6% 23.1% 26.9% 48.7% 25.6% 17.9% 11.5% － 1.3% 6.4% 12.8%

家事に従事（222人） 55.0% 20.7% 23.4% 49.1% 36.0% 26.6% 17.6% 0.5% 0.5% 5.0% 6.3%

学生（42人） 71.4% 33.3% 16.7% 42.9% 21.4% 19.0% 23.8% － － 4.8% 4.8%

その他の職業（23人） 43.5% 34.8% 26.1% 34.8% 39.1% 34.8% 17.4% － － － 17.4%

仕事はしていない（294人） 51.0% 21.8% 22.8% 38.1% 32.3% 25.5% 18.0% 0.3% 2.0% 8.2% 9.9%

無回答（21人） 33.3% 19.0% 4.8% 28.6% 9.5% 19.0% 9.5% － － 14.3% 33.3%

多く存在する（416人） 58.4% 24.3% 26.0% 47.6% 37.7% 27.2% 19.7% 1.0% 1.0% 3.4% 6.0%

ある程度存在する（734人） 51.4% 23.3% 24.0% 44.4% 30.4% 24.9% 16.6% 0.7% 1.1% 6.4% 8.3%

存在しない（109人） 44.0% 16.5% 22.9% 33.0% 23.9% 22.9% 15.6% 0.9% 7.3% 14.7% 6.4%

無回答（50人） 34.0% 14.0% 10.0% 28.0% 24.0% 32.0% 20.0% － 2.0% 14.0% 18.0%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（ク：疾
病等）「差別
や人権侵害
の存在の有
無」の回答
内容別

属性

回答内容
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_性別  

 ６つの回答内容で男性が女性を上回っています。 

 また、「疾病等に関する正しい知識についての教育を充実する」（男性 40.1％、女性 

47.3％）、「患者や感染者、その家族等を支援するため、行政・医療機関・民間団体等の

連携を推進する」（男性 28.2％、女性 35.7％）では女性が男性をそれぞれ７ポイント上

回っています。 

 年代別  

 「プライバシーに配慮した医療体制や検査体制を充実する」では 30 歳代、50 歳代を

除く全ての年代で５割を超えています。 

 職業別  

３つの回答内容で≪学生≫が最も高くなっており、特に「プライバシーに配慮した医

療体制や検査体制を充実する」では他の職業に比べて 16 ポイント以上高くなっています。 

 問３（ク：疾病等）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別  

 「プライバシーに配慮した医療体制や検査体制を充実する」では人権侵害が≪存在し

ない≫（44.0％）でも４割を超えています。 
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（９）インターネットによる人権侵害について 

【問23】インターネットによる人権侵害に関する問題点 

 「他人を誹謗中傷する表現が掲載されること」（86.2％）が特に高く、「他人に差別を

しようとする気持ちを起こさせたり、それを助長するような表現が掲載されること」

（63.8％）、「ＳＮＳによる交流が犯罪を誘発する場となっていること」（62.3％）が続き

ます。 

「その他」としては、「匿名で何でも言えること」「影響力の大きい人や企業が間違っ

た情報を流していること」などの回答がありました。 

インターネットによる人権侵害に関する問題点 

インターネットによる人権侵害に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われる

のはどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 
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インターネットによる人権侵害に関する問題点【属性別】 
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86.2% 63.8% 62.3% 37.5% 40.3% 61.6% 55.8% 0.8% 1.4% 4.2% 2.5%

男性（589人） 86.2% 62.6% 61.8% 32.3% 34.8% 57.6% 53.1% 0.7% 1.7% 3.6% 2.5%

女性（695人） 86.8% 65.0% 63.5% 42.2% 44.9% 65.0% 58.7% 0.9% 1.2% 4.6% 1.9%

その他（4人） 100.0% 100.0% 75.0% 75.0% 100.0% 75.0% 75.0% － － － －

無回答（21人） 61.9% 47.6% 33.3% 23.8% 33.3% 57.1% 33.3% － － 9.5% 23.8%

２９歳以下（127人） 85.0% 65.4% 59.8% 38.6% 46.5% 64.6% 55.9% － 2.4% 4.7% 0.8%

３０歳代（123人） 89.4% 72.4% 71.5% 45.5% 48.0% 67.5% 63.4% 1.6% 0.8% 1.6% 0.8%

４０歳代（217人） 90.3% 65.9% 61.8% 41.0% 40.6% 63.6% 59.0% 0.9% 1.4% 1.8% 0.5%

５０歳代（213人） 89.7% 64.8% 63.4% 39.9% 41.3% 67.1% 58.7% 0.9% 0.5% 3.3% 1.4%

６０歳代（247人） 86.2% 66.4% 64.4% 32.8% 35.6% 59.1% 54.7% － 1.6% 4.0% 2.8%

７０歳以上（364人） 81.9% 57.1% 59.1% 34.3% 37.9% 55.5% 51.1% 1.1% 1.6% 6.6% 4.7%

無回答（18人） 66.7% 55.6% 44.4% 33.3% 44.4% 66.7% 44.4% － － 11.1% 16.7%

会社員・公務員など（405人） 90.4% 65.9% 67.7% 39.0% 40.2% 62.7% 56.5% 0.5% 1.5% 2.5% 0.5%

契約・派遣社員など（224人） 85.3% 64.7% 60.3% 42.9% 39.7% 61.6% 56.7% 0.9% 1.8% 4.0% 2.2%

自営業等（78人） 87.2% 56.4% 61.5% 25.6% 33.3% 62.8% 57.7% 2.6% 1.3% 3.8% 3.8%

家事に従事（222人） 85.1% 64.9% 60.4% 41.0% 43.2% 67.6% 57.2% － 1.4% 5.4% 2.3%

学生（42人） 97.6% 71.4% 61.9% 42.9% 52.4% 71.4% 64.3% － － － －

その他の職業（23人） 73.9% 65.2% 60.9% 34.8% 47.8% 60.9% 65.2% 4.3% 4.3% － 4.3%

仕事はしていない（294人） 82.3% 60.5% 59.5% 32.0% 38.8% 54.4% 52.4% 1.0% 1.0% 6.8% 4.4%

無回答（21人） 66.7% 57.1% 42.9% 28.6% 33.3% 52.4% 33.3% － － 4.8% 19.0%

多く存在する（864人） 93.2% 70.4% 70.0% 41.9% 46.6% 67.6% 62.2% 0.6% 0.5% 1.2% 1.3%

ある程度存在する（349人） 79.9% 56.4% 50.4% 32.1% 30.9% 55.6% 49.0% 1.1% 1.4% 7.7% 2.9%

存在しない（52人） 46.2% 34.6% 40.4% 21.2% 19.2% 28.8% 26.9% 1.9% 13.5% 11.5% 7.7%

無回答（44人） 45.5% 27.3% 29.5% 13.6% 15.9% 29.5% 20.5% － 4.5% 27.3% 18.2%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（サ：イン
ターネット）「差
別や人権侵害
の存在の有無」
の回答内容別

回答内容

属性
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_性別  

 「特にない」を除く全ての回答内容で女性が男性を上回っており、特に「ネットポル

ノが存在していること」では女性（44.9％）が男性（34.8％）を 10 ポイント上回ってい

ます。 

 年代別  

 ７つの回答内容で 30歳代が他の年代に比べて最も高くなっており、特に「ＳＮＳによ

る交流が犯罪を誘発する場となっていること」（71.5％）では他の年代に比べて７ポイン

ト以上高くなっています。 

 職業別  

 ５つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて高くなっており、特に「ネットポルノ

が存在していること」（52.4％）では他の職業に比べて９ポイント以上高くなっています。 

_問３（サ：インターネットによる人権侵害）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別  

 「他人を誹謗中傷する表現が掲載されること」では人権侵害が≪多く存在する≫

（93.2％）が≪存在しない≫（46.2％）を 47 ポイント上回っています。 

また、「他人を誹謗中傷する表現が掲載されること」「ＳＮＳによる交流が犯罪を誘発

する場となっていること」では人権侵害が≪存在しない≫でも４割を超えています。 
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前回調査・全国調査との比較 

 インターネットによる人権侵害に関する問題点について、前回調査と比較すると、「特

にない」「その他」を除く全ての回答内容で前回から上がっており、特に「他人に差別を

しようとする気持ちを起こさせたり、それを助長するような表現が掲載されること」で

は前回から 14 ポイント上がっています。 

全国調査と比較すると、「特にない」「その他」を除く全ての回答内容で平塚市が全国

を上回っており、特に「他人に差別をしようとする気持ちを起こさせたり、それを助長

するような表現が掲載されること」では平塚市が全国を 24ポイント上回っています。 

インターネットによる人権侵害に関する問題点【比較】 
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平塚市（992人）

全国（1,766人）

（複数回答）
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【問24】インターネットによる人権侵害を防ぐために必要なこと 

 「情報の提供停止や削除等に関する法的規制を強化する」（71.0％）、「違法な情報発信

者に対する監視や取り締まりを強化する」（70.2％）が特に高く、「インターネット上で

人権侵害を受けた人のための相談・支援体制を充実する」（44.7％）が続きます。 

「その他」としては、「ＳＮＳ等での匿名性を制限する」「自分のプライバシーをたや

すく人に教えない、見せない」などの回答がありました。 

インターネットによる人権侵害を防ぐために必要なこと 

インターネットによる人権侵害を防ぐために、あなたはどのようなことが必要だと思い

ますか。（○は３つまで） 
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インターネットによる人権侵害を防ぐために必要なこと【属性別】 
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無
回
答

44.7% 37.5% 71.0% 70.2% 1.7% 1.2% 4.7% 5.3%

男性（589人） 44.8% 37.0% 72.2% 70.5% 1.7% 1.7% 4.4% 4.8%

女性（695人） 44.7% 38.4% 70.6% 70.6% 1.6% 0.9% 5.0% 5.0%

その他（4人） 50.0% 50.0% 100.0% 75.0% － － － －

無回答（21人） 38.1% 19.0% 47.6% 47.6% 4.8% － 4.8% 28.6%

２９歳以下（127人） 33.9% 44.1% 65.4% 64.6% 0.8% 3.1% 5.5% 3.9%

３０歳代（123人） 40.7% 39.0% 73.2% 74.8% 4.1% 0.8% 1.6% 1.6%

４０歳代（217人） 41.9% 35.9% 76.5% 80.6% 2.3% 0.9% 1.8% 2.8%

５０歳代（213人） 46.5% 38.0% 73.7% 70.9% 1.9% 0.5% 2.8% 5.2%

６０歳代（247人） 50.2% 38.9% 70.9% 68.0% 0.8% 2.0% 4.9% 4.5%

７０歳以上（364人） 47.0% 35.2% 68.7% 66.5% 1.1% 0.8% 8.0% 8.2%

無回答（18人） 38.9% 22.2% 50.0% 50.0% 5.6% － 11.1% 22.2%

会社員・公務員など（405人） 41.5% 37.5% 76.0% 75.3% 2.2% 1.5% 2.5% 2.5%

契約・派遣社員など（224人） 43.3% 38.8% 70.5% 73.2% 2.2% 2.2% 4.5% 4.5%

自営業等（78人） 43.6% 25.6% 73.1% 70.5% 1.3% － 6.4% 7.7%

家事に従事（222人） 50.5% 37.4% 68.5% 70.3% 0.9% 0.9% 5.9% 3.6%

学生（42人） 38.1% 54.8% 64.3% 64.3% － － 2.4% 4.8%

その他の職業（23人） 56.5% 34.8% 69.6% 65.2% － 4.3% 4.3% 8.7%

仕事はしていない（294人） 46.9% 38.8% 68.7% 63.9% 1.4% 0.7% 7.1% 8.5%

無回答（21人） 33.3% 19.0% 47.6% 42.9% 4.8% － 4.8% 28.6%

多く存在する（864人） 45.5% 39.7% 77.1% 76.3% 1.9% 0.3% 2.0% 4.3%

ある程度存在する（349人） 47.3% 36.4% 64.5% 63.6% 1.4% 1.4% 7.4% 4.9%

存在しない（52人） 26.9% 28.8% 42.3% 40.4% 1.9% 13.5% 11.5% 11.5%

無回答（44人） 29.5% 13.6% 38.6% 38.6% － 2.3% 29.5% 20.5%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（サ：イ
ンターネッ
ト）「差別や
人権侵害
の存在の
有無」の回
答内容別

属性

回答内容
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_性別  

 全体的な傾向に大きな差はありません。 

 年代別  

 「インターネット上で人権侵害を受けた人のための相談・支援体制を充実する」では

年代が上がるとともに増加しており、60 歳代（50.2％）が他の年代に比べて最も高くな

っています。 

 職業別  

「インターネットの利用者やプロバイダ等に対して、個人のプライバシーや名誉に関

する正しい理解を深めるための教育・啓発活動を推進する」では≪学生≫（54.8％）が

他の職業に比べて 16 ポイント以上高くなっています。 

_問３（サ：インターネットによる人権侵害）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別  

 「違法な情報発信者に対する監視や取り締まりを強化する」では人権侵害が≪多く存

在する≫（76.3％）が≪存在しない≫（40.4％）を 35 ポイント上回っています。 

また、「情報の提供停止や削除等に関する法的規制を強化する」「違法な情報発信者に

対する監視や取り締まりを強化する」では人権侵害が≪存在しない≫でも４割を超えて

います。 
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前回調査との比較 

インターネットによる人権侵害を防ぐために必要なことについて、「特にない」を除く 

全ての回答内容で前回から上がっています。 

インターネットによる人権侵害を防ぐために必要なこと【比較】 
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（10）セクシュアルマイノリティの人権について 

【問25】セクシュアルマイノリティに関する人権上の問題点 

 「差別的な言動をされること」（60.1％）が最も高く、「職場、学校等で嫌がらせやい

じめを受けること」（59.8％）、「就職・職場で不利な扱いを受けること」（55.2％）が続

きます。 

「その他」としては、「結婚ができないこと」などの回答がありました。 

セクシュアルマイノリティに関する人権上の問題点 

セクシュアルマイノリティに関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのは

どのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 
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セクシュアルマイノリティに関する人権上の問題点【属性別】 
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59.8% 55.2% 60.1% 53.1% 29.0% 26.5% 31.9% 39.7% 0.6% 4.0% 11.6% 3.5%

男性（589人） 58.9% 52.1% 55.9% 48.0% 24.8% 23.3% 29.4% 35.5% 0.7% 4.4% 12.4% 3.7%

女性（695人） 61.0% 58.6% 64.3% 57.7% 32.7% 29.4% 34.1% 43.6% 0.6% 3.6% 11.1% 2.6%

その他（4人） 100.0% 50.0% 100.0% 75.0% 50.0% 75.0% 75.0% 75.0% － － － －

無回答（21人） 38.1% 33.3% 33.3% 38.1% 19.0% 14.3% 23.8% 23.8% － 9.5% 9.5% 28.6%

２９歳以下（127人） 66.9% 47.2% 71.7% 63.8% 29.9% 28.3% 37.8% 48.8% 1.6% 2.4% 11.0% 2.4%

３０歳代（123人） 72.4% 62.6% 66.7% 64.2% 32.5% 31.7% 39.8% 37.4% 1.6% 3.3% 7.3% 2.4%

４０歳代（217人） 61.3% 56.7% 63.6% 58.1% 28.6% 24.0% 27.6% 46.5% 0.5% 2.3% 10.1% 0.5%

５０歳代（213人） 63.8% 60.6% 62.9% 54.9% 32.4% 28.2% 34.3% 38.0% － 2.8% 10.3% 0.9%

６０歳代（247人） 57.5% 59.9% 63.2% 54.7% 26.3% 25.9% 31.6% 40.1% － 4.5% 10.9% 2.0%

７０歳以上（364人） 52.2% 49.2% 48.9% 40.9% 27.5% 25.3% 28.8% 34.3% 0.8% 6.0% 15.4% 7.7%

無回答（18人） 44.4% 38.9% 44.4% 44.4% 27.8% 22.2% 27.8% 33.3% － 11.1% 11.1% 22.2%

会社員・公務員など（405人） 62.2% 54.6% 61.7% 56.0% 27.2% 24.0% 33.1% 42.5% 1.0% 3.0% 9.9% 1.0%

契約・派遣社員など（224人） 62.1% 58.0% 63.4% 54.0% 28.1% 29.9% 36.2% 41.5% 0.9% 4.9% 11.2% 0.9%

自営業等（78人） 57.7% 62.8% 64.1% 46.2% 26.9% 17.9% 24.4% 25.6% － － 11.5% 9.0%

家事に従事（222人） 62.2% 62.2% 63.5% 58.1% 33.8% 29.3% 32.0% 38.7% － 5.4% 11.3% 2.3%

学生（42人） 78.6% 54.8% 85.7% 76.2% 40.5% 40.5% 38.1% 54.8% － － － 2.4%

その他の職業（23人） 69.6% 65.2% 69.6% 47.8% 65.2% 43.5% 30.4% 56.5% － 4.3% 8.7% 4.3%

仕事はしていない（294人） 51.7% 47.3% 48.6% 44.6% 24.8% 24.8% 28.9% 36.4% 0.7% 5.4% 16.0% 7.1%

無回答（21人） 38.1% 38.1% 42.9% 38.1% 23.8% 19.0% 23.8% 28.6% － 4.8% 19.0% 23.8%

多く存在する（403人） 74.7% 68.7% 73.0% 66.5% 37.2% 31.0% 37.5% 52.9% 1.0% 1.2% 5.0% 1.5%

ある程度存在する（744人） 57.5% 52.8% 58.7% 52.3% 26.6% 27.0% 31.0% 36.4% 0.4% 4.4% 12.0% 2.7%

存在しない（93人） 31.2% 30.1% 37.6% 24.7% 17.2% 9.7% 21.5% 21.5% 1.1% 9.7% 28.0% 6.5%

無回答（69人） 36.2% 36.2% 30.4% 21.7% 21.7% 17.4% 23.2% 23.2% － 8.7% 24.6% 20.3%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（ス：セク
シュアルマイ
ノリティ）「差
別や人権侵
害の存在の
有無」の回
答内容別

回答内容

属性
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_性別  

 「その他」「特にない」を除く全ての回答内容で女性が男性を上回っており、特に「ア

ウティングをされること」では女性（57.7％）が男性（48.0％）を９ポイント上回って

います。 

 年代別  

 ７つの回答内容で 30歳代が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 職業別  

 ７つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「差別的な

言動をされること」では他の職業に比べて 21 ポイント以上高くなっています。 

_問３（ス：セクシュアルマイノリティ）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」では人権侵害が≪多く存在する≫

（74.7％）が≪存在しない≫（31.2％）を 43 ポイント上回っています。 
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前回調査との比較 

 セクシュアルマイノリティに関する人権上の問題点について、「特にない」「その他」

を除く全ての回答内容で前回から上がっており、特に「就職・職場で不利な扱いを受け

ること」では前回から 24 ポイント上がっています。 

セクシュアルマイノリティに関する人権上の問題点【比較】 
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【問26】セクシュアルマイノリティの人権を守るために必要なこと 

 「セクシュアルマイノリティに関する正しい知識についての教育を充実する」

（52.3％）が最も高く、「セクシュアルマイノリティの人格や考えを尊重する」（37.8％）、

「セクシュアルマイノリティのための相談・支援体制を充実する」（32.4％）が続きます。 

「その他」としては、「マジョリティ、マイノリティ間の話し合いの場を作る」「学校、

職場等の制服の種類を男・女だけでなく、多様な性に対応した物を選択できるようにす

る」などの回答がありました。 

セクシュアルマイノリティの人権を守るために必要なこと 

セクシュアルマイノリティの人権を守るために、あなたはどのようなことが必要だと思

いますか。（○は３つまで） 
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セクシュアルマイノリティの人権を守るために必要なこと 
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わ
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32.4% 28.9% 52.3% 28.4% 15.4% 37.8% 1.4% 3.7% 10.8% 6.3%

男性（589人） 34.1% 30.1% 49.4% 23.9% 18.0% 33.8% 1.4% 4.9% 11.2% 6.5%

女性（695人） 31.2% 27.9% 55.4% 32.7% 12.9% 41.4% 1.4% 2.6% 10.4% 5.6%

その他（4人） 50.0% 25.0% 50.0% 50.0% 50.0% 75.0% － － － －

無回答（21人） 19.0% 28.6% 33.3% 9.5% 14.3% 23.8% － 4.8% 14.3% 28.6%

２９歳以下（127人） 26.0% 25.2% 43.3% 48.0% 15.7% 44.9% 3.1% 2.4% 11.0% 5.5%

３０歳代（123人） 29.3% 30.9% 56.1% 34.1% 17.1% 42.3% 4.1% 4.9% 4.9% 5.7%

４０歳代（217人） 28.6% 25.3% 62.2% 35.5% 15.2% 45.2% 1.4% 1.8% 8.3% 2.3%

５０歳代（213人） 32.4% 28.6% 55.4% 29.1% 11.3% 37.1% 0.9% 2.8% 9.4% 4.2%

６０歳代（247人） 37.7% 32.8% 53.8% 23.5% 17.8% 37.2% 0.8% 4.5% 10.1% 5.3%

７０歳以上（364人） 34.6% 29.1% 45.9% 19.2% 15.4% 31.0% 0.5% 4.4% 15.4% 10.4%

無回答（18人） 27.8% 27.8% 44.4% 11.1% 16.7% 22.2% － 11.1% 11.1% 22.2%

会社員・公務員など（405人） 27.7% 27.4% 56.8% 34.1% 15.3% 42.2% 2.5% 3.5% 7.7% 3.7%

契約・派遣社員など（224人） 34.8% 32.1% 57.1% 28.6% 15.6% 35.3% 1.8% 3.6% 11.6% 2.2%

自営業等（78人） 23.1% 28.2% 55.1% 24.4% 11.5% 39.7% 1.3% 1.3% 10.3% 12.8%

家事に従事（222人） 36.9% 27.5% 51.4% 25.2% 16.2% 39.2% － 4.1% 12.2% 5.4%

学生（42人） 28.6% 35.7% 47.6% 52.4% 19.0% 52.4% － － 2.4% 7.1%

その他の職業（23人） 43.5% 30.4% 43.5% 26.1% 17.4% 34.8% 4.3% 4.3% 4.3% 17.4%

仕事はしていない（294人） 36.4% 28.6% 45.2% 22.1% 14.6% 31.3% 0.7% 4.8% 14.6% 9.9%

無回答（21人） 23.8% 28.6% 33.3% 9.5% 19.0% 23.8% － 4.8% 19.0% 23.8%

多く存在する（403人） 39.0% 32.8% 59.8% 34.2% 18.9% 46.2% 1.5% 1.7% 4.2% 5.7%

ある程度存在する（744人） 31.9% 29.6% 53.5% 27.6% 14.2% 38.0% 1.3% 3.6% 10.6% 4.8%

存在しない（93人） 22.6% 17.2% 29.0% 19.4% 12.9% 16.1% 2.2% 9.7% 28.0% 7.5%

無回答（69人） 13.0% 14.5% 27.5% 15.9% 10.1% 15.9% － 7.2% 27.5% 24.6%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（ス：セク
シュアルマイノ
リティ）「差別
や人権侵害の
存在の有無」
の回答内容別

属性

回答内容
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_性別  

 ４つの回答内容で男性が女性を上回っています。 

また、「セクシュアルマイノリティが自分らしく生活しやすい環境にする」では女性

（32.7％）が男性（23.9％）を８ポイント上回っています。 

 年代別  

 ３つの回答内容で 60歳代が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 また、「セクシュアルマイノリティが自分らしく生活しやすい環境にする」では 29 歳

以下（48.0％）が他の年代に比べて 12 ポイント以上高くなっています。 

 職業別  

 ４つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「セクシュ

アルマイノリティが自分らしく生活しやすい環境にする」では他の職業に比べて 18ポイ

ント以上高くなっています。 

_問３（ス：セクシュアルマイノリティ）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「セクシュアルマイノリティに関する正しい知識についての教育を充実する」「セクシュ

アルマイノリティの人格や考えを尊重する」では人権侵害が≪多く存在する≫が≪存在し

ない≫をそれぞれ 30 ポイント上回っています。 
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（11）刑を終えて出所した人の人権について 

【問27】刑を終えて出所した人に関する人権上の問題点 

 「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」（67.5％）が最も高

く、「就職、職場で不利な扱いを受けること」（59.3％）、「悪質な書き込みや嫌がらせを

されること」（52.7％）が続きます。 

「その他」としては、「当人の家族に対する嫌がらせ」「個人情報を漏らしている人が

いること」などの回答がありました。 

刑を終えて出所した人に関する人権上の問題点 

罪や非行を犯した後に、罪をつぐなって社会の一員として立ち直ろうとしている人に関

する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。（あては

まるものすべてに○） 
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刑を終えて出所した人に関する人権上の問題点【属性別】 
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わ
か
ら
な
い

無
回
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67.5% 25.4% 59.3% 37.6% 23.8% 52.7% 2.1% 5.1% 9.2% 3.1%

男性（589人） 66.6% 25.3% 57.0% 34.8% 22.1% 46.5% 2.4% 7.1% 9.2% 3.1%

女性（695人） 69.1% 25.8% 61.4% 40.3% 24.7% 58.1% 1.9% 3.6% 9.4% 2.4%

その他（4人） 100.0% 75.0% 100.0% 75.0% 75.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 38.1% 9.5% 42.9% 19.0% 28.6% 38.1% － － 9.5% 23.8%

２９歳以下（127人） 64.6% 31.5% 52.8% 29.1% 26.0% 63.8% 0.8% 5.5% 9.4% 2.4%

３０歳代（123人） 58.5% 27.6% 49.6% 37.4% 21.1% 49.6% 5.7% 8.9% 9.8% 3.3%

４０歳代（217人） 62.2% 25.3% 52.1% 37.3% 20.3% 53.0% 2.3% 9.2% 12.0% 0.9%

５０歳代（213人） 63.4% 19.7% 59.2% 31.5% 23.0% 51.6% 1.4% 3.8% 11.3% 1.9%

６０歳代（247人） 74.9% 21.1% 63.2% 41.7% 26.3% 50.6% 1.2% 3.2% 6.9% 2.4%

７０歳以上（364人） 73.6% 29.7% 67.3% 42.3% 24.5% 52.5% 2.2% 3.6% 7.4% 4.9%

無回答（18人） 38.9% 11.1% 44.4% 22.2% 27.8% 38.9% － － 16.7% 16.7%

会社員・公務員など（405人） 64.2% 24.0% 51.6% 33.3% 21.5% 50.6% 2.7% 7.7% 9.6% 1.2%

契約・派遣社員など（224人） 67.4% 24.6% 59.8% 37.5% 24.6% 54.5% 2.2% 4.0% 9.8% 1.8%

自営業等（78人） 69.2% 17.9% 62.8% 38.5% 17.9% 46.2% 3.8% 7.7% 5.1% 5.1%

家事に従事（222人） 73.4% 26.6% 66.7% 41.4% 27.0% 57.2% 0.5% 3.6% 8.6% 2.7%

学生（42人） 69.0% 40.5% 54.8% 31.0% 31.0% 73.8% － 2.4% 2.4% 2.4%

その他の職業（23人） 78.3% 43.5% 82.6% 60.9% 30.4% 60.9% － － 8.7% －

仕事はしていない（294人） 68.0% 26.9% 62.6% 40.5% 23.8% 50.0% 2.0% 4.1% 10.5% 5.4%

無回答（21人） 42.9% 9.5% 47.6% 23.8% 23.8% 38.1% 4.8% － 14.3% 19.0%

多く存在する（590人） 74.6% 31.4% 66.1% 45.3% 26.3% 60.2% 2.4% 3.1% 6.4% 1.9%

ある程度存在する（605人） 65.6% 21.7% 56.7% 34.0% 22.6% 49.4% 1.8% 5.5% 10.2% 2.6%

存在しない（65人） 43.1% 18.5% 40.0% 15.4% 18.5% 30.8% 3.1% 20.0% 13.8% 7.7%

無回答（49人） 38.8% 10.2% 34.7% 18.4% 14.3% 32.7% － 6.1% 24.5% 16.3%

問３（ケ：刑を
終えて出所し
た人）「差別や
人権侵害の存
在の有無」の
回答内容別

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

回答内容

属性
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_性別  

 「その他」「特にない」を除く全ての回答内容で女性が男性を上回っており、特に「悪

質な書き込みや嫌がらせをされること」では女性（58.1％）が男性（46.5％）を 11ポイ

ント上回っています。 

 年代別  

 「悪質な書き込みや嫌がらせをされること」では 29 歳以下（63.8％）が他の年代に比

べて８ポイント以上高くなっています。 

 職業別  

 ３つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「悪質な書

き込みや嫌がらせをされること」では他の職業に比べて 16ポイント以上高くなっていま

す。 

_問３（ケ：刑を終えて出所した人）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」では人権侵害が≪

多く存在する≫（74.6％）が≪存在しない≫(43.1％)を 31 ポイント上回っています。 
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前回調査との比較 

刑を終えて出所した人に関する人権上の問題点について、「特にない」「その他」を除 

く全ての回答内容で前回から上がっており、特に「悪質な書き込みや嫌がらせをされる 

こと」は前回から 21 ポイント上がっています。 

刑を終えて出所した人に関する人権上の問題点【比較】 
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（12）犯罪被害者やその家族の人権について 

【問28】犯罪被害者等に関する人権上の問題点 

 「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平

穏が保てなくなること」（72.6％）が最も高く、「事件のことに関して、周囲に噂話をさ

れること」（62.5％）、「犯罪行為によって精神的なショックを受けること」（60.9％）が

続きます。 

「その他」としては、「裁判等に莫大なお金がかかること」「嫌がらせ、職場復帰困難」

などの回答がありました。 

犯罪被害者等に関する人権上の問題点 

犯罪被害者等に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはどのようなこ

とですか。（あてはまるものすべてに○） 
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犯罪被害者等に関する人権上の問題点【属性別】 
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60.9% 48.9% 62.5% 54.4% 51.3% 48.8% 72.6% 1.0% 2.1% 6.9% 3.2%

男性（589人） 58.6% 50.4% 57.2% 53.8% 51.3% 48.7% 68.1% 0.5% 3.2% 7.3% 3.2%

女性（695人） 63.5% 48.2% 67.5% 55.0% 52.1% 49.5% 77.1% 1.4% 1.3% 6.5% 2.6%

その他（4人） 50.0% 25.0% 75.0% 100.0% 50.0% 50.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 42.9% 33.3% 42.9% 42.9% 28.6% 28.6% 42.9% － － 9.5% 23.8%

２９歳以下（127人） 59.1% 52.8% 64.6% 62.2% 46.5% 47.2% 64.6% 0.8% 5.5% 7.9% 2.4%

３０歳代（123人） 58.5% 56.1% 69.9% 62.6% 55.3% 59.3% 76.4% 2.4% 3.3% 4.1% 3.3%

４０歳代（217人） 63.6% 54.4% 67.7% 58.5% 58.1% 45.6% 76.5% 1.4% 0.9% 7.4% 0.5%

５０歳代（213人） 66.2% 53.5% 65.3% 58.7% 57.7% 54.9% 78.4% 0.9% 0.5% 7.5% 0.9%

６０歳代（247人） 63.6% 44.9% 61.5% 52.2% 55.1% 50.2% 73.7% 0.4% 2.8% 6.1% 2.8%

７０歳以上（364人） 56.3% 42.0% 55.8% 45.9% 42.0% 43.7% 68.7% 0.8% 1.9% 6.9% 6.0%

無回答（18人） 50.0% 44.4% 50.0% 44.4% 38.9% 38.9% 50.0% － － 16.7% 16.7%

会社員・公務員など（405人） 63.5% 54.3% 65.7% 59.0% 54.6% 51.6% 74.8% 0.5% 3.0% 5.7% 1.2%

契約・派遣社員など（224人） 63.4% 48.2% 65.6% 52.7% 54.5% 45.5% 75.9% 2.7% 1.3% 7.1% 1.3%

自営業等（78人） 53.8% 48.7% 60.3% 48.7% 51.3% 47.4% 66.7% 2.6% 1.3% 6.4% 6.4%

家事に従事（222人） 65.3% 49.1% 65.8% 51.8% 51.4% 50.9% 79.7% 0.5% 1.4% 4.5% 3.2%

学生（42人） 61.9% 57.1% 76.2% 71.4% 52.4% 59.5% 61.9% － 2.4% 2.4% 2.4%

その他の職業（23人） 73.9% 52.2% 69.6% 73.9% 78.3% 65.2% 87.0% － － 4.3% －

仕事はしていない（294人） 54.1% 41.2% 52.4% 49.7% 43.2% 44.6% 65.3% 0.7% 2.7% 10.2% 5.8%

無回答（21人） 42.9% 38.1% 47.6% 42.9% 38.1% 33.3% 47.6% － － 19.0% 19.0%

多く存在する（428人） 65.0% 57.0% 70.6% 60.5% 59.8% 57.9% 80.6% 1.2% 1.2% 4.7% 2.3%

ある程度存在する（698人） 62.3% 46.8% 61.9% 55.0% 50.7% 47.0% 72.6% 0.9% 1.9% 6.0% 2.3%

存在しない（128人） 50.0% 42.2% 51.6% 42.2% 38.3% 39.1% 57.8% 0.8% 7.0% 10.9% 6.3%

無回答（55人） 36.4% 27.3% 32.7% 27.3% 23.6% 23.6% 43.6% 1.8% 1.8% 25.5% 14.5%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（コ：犯罪
被害者等）「差
別や人権侵害
の存在の有
無」の回答内
容別

回答内容

属性
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_性別  

 ７つの回答内容で女性が男性を上回っており、特に「事件のことに関して、周囲に噂

話をされること」では女性（67.5％）が男性（57.2％）を 10 ポイント上回っています。 

 年代別  

 ５つの回答内容で 30歳代が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 職業別  

 ４つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「警察に相

談しても期待どおりの対応が得られないこと」では他の職業に比べて 12ポイント以上高

くなっています。 

_問３（コ：犯罪被害者等）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること」では人権侵害が≪多く存在する

≫（59.8％）が≪存在しない≫(38.3％)を 21 ポイント上回っています。 

また、「事件のことに関して、周囲に噂話をされること」「報道によってプライバシー

に関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくなること」では人

権侵害が≪存在しない≫でも５割を超えています。 
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前回調査・全国調査との比較 

 犯罪被害者等に関する人権上の問題点について、前回調査と比較すると、「報道によっ

てプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくな

ること」「その他」を除く全ての回答内容で前回から上がっています。 

全国調査と比較すると、「特にない」を除く全ての回答内容で平塚市が全国を上回って

おり、特に「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私

生活の平穏が保てなくなること」では平塚市が全国を 18 ポイント上回っています。 

犯罪被害者等に関する人権上の問題点【比較】 

※前回調査では「特にない」「わからない」という回答内容を設定していなかった。 
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（13）ホームレスの人権について 

【問29】ホームレスに関する人権上の問題点 

 「近隣住民や通行人等から暴力をふるわれること」（55.4％）が最も高く、「経済的に

自立が困難なこと」（52.9％）、「近隣住民や通行人等から嫌がらせを受けること」

（50.6％）が続きます。 

「その他」としては、「ホームレスになる前に頼れる支援や制度を知らないこと」「行

政による自立支援等が十分でないこと」などの回答がありました。 

ホームレスに関する人権上の問題点 

ホームレスに関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはどのようなこと

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

43.5

42.5

32.1

32.1

29.9

29.2

24.4

21.3

18.8

2.7

8.9

10.2

4.5

0 10 20 30 40 50

通行人等が暴力をふるうこと

経済的に自立が困難なこと

差別的な言動をすること

アパートや住宅への入居が困難な
こと

就職で不利な扱いをすること

近隣住民等が嫌がらせをすること

じろじろ見られたり、避けられた
りすること

店舗等への入店や施設利用を拒否
すること

宿泊を拒否すること

その他

特にない

わからない

無回答

％総数=992 （複数回答）総数=992 人（複数回答） 
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ホームレスに関する人権上の問題点【属性別】 
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50.6% 55.4% 33.7% 45.8% 32.2% 29.0% 36.4% 52.9% 1.5% 5.0% 9.6% 2.8%

男性（589人） 49.6% 53.8% 35.5% 43.0% 32.9% 30.2% 34.3% 49.9% 1.0% 7.0% 10.2% 1.9%

女性（695人） 51.9% 57.1% 32.4% 48.5% 31.9% 28.2% 38.3% 55.5% 1.9% 3.5% 9.5% 2.6%

その他（4人） 100.0% 100.0% 50.0% 75.0% 50.0% 75.0% 100.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 28.6% 33.3% 23.8% 33.3% 19.0% 9.5% 23.8% 38.1% － － － 33.3%

２９歳以下（127人） 57.5% 56.7% 34.6% 55.1% 29.9% 26.8% 48.0% 51.2% 1.6% 3.9% 9.4% 2.4%

３０歳代（123人） 52.8% 58.5% 35.0% 51.2% 35.0% 31.7% 44.7% 56.9% 1.6% 6.5% 5.7% 2.4%

４０歳代（217人） 53.0% 60.4% 34.6% 42.9% 29.0% 24.9% 33.2% 44.7% 2.3% 5.1% 11.5% －

５０歳代（213人） 48.8% 55.4% 30.5% 44.1% 25.8% 22.5% 33.3% 52.6% 1.9% 2.3% 12.2% 0.9%

６０歳代（247人） 49.0% 55.9% 29.6% 45.3% 34.8% 29.1% 37.7% 54.7% 0.4% 5.7% 8.1% 1.2%

７０歳以上（364人） 49.5% 51.6% 37.6% 44.5% 36.8% 35.7% 33.0% 56.6% 1.4% 6.0% 9.3% 5.5%

無回答（18人） 27.8% 33.3% 22.2% 33.3% 16.7% 11.1% 27.8% 38.9% － － 11.1% 27.8%

会社員・公務員など（405人） 52.1% 56.5% 31.4% 44.4% 28.1% 23.7% 34.6% 49.1% 1.7% 6.7% 9.9% 1.0%

契約・派遣社員など（224人） 49.6% 57.6% 33.5% 46.4% 33.5% 29.9% 39.3% 49.6% 2.7% 3.1% 10.3% 0.4%

自営業等（78人） 43.6% 51.3% 30.8% 35.9% 30.8% 23.1% 33.3% 59.0% 1.3% 3.8% 7.7% 3.8%

家事に従事（222人） 50.5% 55.9% 31.1% 49.5% 31.1% 28.4% 38.3% 57.7% － 3.6% 9.5% 2.7%

学生（42人） 69.0% 61.9% 42.9% 69.0% 35.7% 35.7% 57.1% 57.1% － － 4.8% －

その他の職業（23人） 60.9% 78.3% 39.1% 60.9% 47.8% 52.2% 39.1% 69.6% － － 4.3% －

仕事はしていない（294人） 49.7% 52.0% 39.1% 43.2% 37.1% 35.7% 33.3% 54.1% 1.4% 6.8% 10.9% 5.4%

無回答（21人） 28.6% 28.6% 19.0% 38.1% 23.8% 14.3% 33.3% 42.9% 4.8% － 4.8% 28.6%

多く存在する（555人） 58.2% 59.1% 39.3% 53.3% 35.3% 34.6% 43.2% 60.4% 0.9% 3.1% 7.9% 1.4%

ある程度存在する（644人） 48.4% 55.9% 31.4% 42.4% 32.0% 26.2% 33.1% 49.4% 1.6% 5.4% 9.5% 1.9%

存在しない（65人） 32.3% 43.1% 20.0% 35.4% 18.5% 20.0% 27.7% 38.5% 4.6% 13.8% 16.9% 6.2%

無回答（45人） 15.6% 20.0% 17.8% 17.8% 17.8% 11.1% 13.3% 31.1% 2.2% 8.9% 22.2% 26.7%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（シ：ホー
ムレス）「差別
や人権侵害の
存在の有無」
の回答内容別

回答内容

属性
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_性別  

 ６つの回答内容で女性が男性を上回っています。 

 年代別  

 「近隣住民や通行人等から嫌がらせを受けること」「差別的な言動をされること」「じ

ろじろ見られたり、避けられたりすること」では 29 歳以下が、「就職・職場で不利な扱

いを受けること」「アパート等への入居を拒否されること」「宿泊施設、店舗等への入店

や施設利用を拒否されること」では 70 歳以上が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 職業別  

 ６つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて高くなっており、特に「差別的な言動

をされること」では他の職業に比べて 19ポイント以上高くなっています。 

_問３（シ：ホームレス）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「近隣住民や通行人等から嫌がらせを受けること」では人権侵害が≪多く存在する≫

（58.2％）が≪存在しない≫（32.3％）を 25 ポイント上回っています。 

また、「近隣住民や通行人等から暴力をふるわれること」では人権侵害が≪存在しない≫

（43.1％）でも４割を超えています。
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前回調査・全国調査との比較 

 ホームレスに関する人権上の問題点について、前回調査と比較すると、「特にない」「そ

の他」を除く全ての回答内容で前回から上がっており、特に「近隣住民や通行人等から

嫌がらせを受けること」では前回から 21ポイント上がっています。 

全国調査と比較すると、「じろじろ見られたり、避けられたりすること」「特にない」

を除く全ての回答内容で平塚市が全国を上回っており、特に「近隣住民等から暴力をふ

るわれること」では平塚市が全国を 21 ポイント上回っています。 

ホームレスに関する人権上の問題点【比較】 



                   Ⅱ 調査結果 

139

（14）自殺・自死遺族の人権について 

【問30】自殺・自死遺族に関する人権上の問題点 

 「自殺や自殺未遂をしたことに対して、周囲に噂話をされること」（56.1％）が最も高

く、「自殺者や自殺未遂者、自死遺族等が差別的な言動をされること」（53.6％）、「自

殺・自死遺族に対する理解や認識が足りないこと」（49.4％）が続きます。 

「その他」としては、「経済的に困窮していることが多い」「マスコミの自己本位な報

道」などの回答がありました。 

自殺・自死遺族に関する人権上の問題点 

自殺・自死遺族に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるのはどのような

ことですか。（あてはまるものすべてに○） 
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自殺・自死遺族に関する人権上の問題点【属性別】 
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56.1% 53.6% 43.5% 45.5% 49.4% 0.9% 3.6% 12.1% 2.7%

男性（589人） 51.6% 53.0% 46.2% 46.5% 47.5% 0.7% 5.3% 12.1% 2.0%

女性（695人） 60.9% 54.7% 41.0% 45.0% 50.9% 1.2% 2.3% 12.5% 2.3%

その他（4人） 50.0% 75.0% 75.0% 25.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 23.8% 33.3% 42.9% 38.1% 38.1% － － 4.8% 33.3%

２９歳以下（127人） 57.5% 59.8% 48.8% 45.7% 55.1% － 2.4% 14.2% 1.6%

３０歳代（123人） 61.8% 60.2% 44.7% 43.1% 52.0% 4.1% 4.1% 8.1% 2.4%

４０歳代（217人） 59.9% 52.1% 41.9% 37.3% 48.4% 0.5% 3.2% 14.3% 0.9%

５０歳代（213人） 56.3% 53.5% 44.1% 44.6% 50.7% 0.9% 2.8% 11.7% 0.9%

６０歳代（247人） 55.9% 51.8% 40.5% 50.2% 51.8% 0.4% 4.0% 12.1% 1.2%

７０歳以上（364人） 52.7% 52.2% 44.0% 48.6% 44.8% 0.8% 4.4% 11.8% 4.9%

無回答（18人） 27.8% 38.9% 38.9% 44.4% 44.4% － － 11.1% 27.8%

会社員・公務員など（405人） 55.3% 53.1% 45.9% 44.7% 48.6% 0.7% 4.7% 11.4% 0.7%

契約・派遣社員など（224人） 61.6% 55.8% 43.8% 46.4% 50.0% 1.3% 3.1% 11.6% 0.4%

自営業等（78人） 44.9% 42.3% 34.6% 39.7% 52.6% － 5.1% 11.5% 5.1%

家事に従事（222人） 57.7% 54.5% 36.0% 41.4% 48.2% 0.9% 3.2% 14.0% 2.7%

学生（42人） 66.7% 69.0% 59.5% 54.8% 57.1% － － 4.8% －

その他の職業（23人） 73.9% 73.9% 52.2% 65.2% 56.5% － － 8.7% －

仕事はしていない（294人） 54.1% 52.7% 45.6% 48.0% 48.6% 1.0% 3.4% 13.6% 5.1%

無回答（21人） 23.8% 33.3% 33.3% 42.9% 42.9% 4.8% － 14.3% 28.6%

多く存在する（294人） 65.3% 67.0% 58.2% 56.5% 63.6% 1.0% 1.7% 8.2% 1.0%

ある程度存在する（783人） 58.4% 54.5% 42.7% 47.3% 49.6% 0.9% 2.0% 9.7% 2.3%

存在しない（175人） 43.4% 36.6% 30.9% 29.1% 33.7% 0.6% 14.3% 21.7% 1.7%

無回答（57人） 15.8% 24.6% 17.5% 15.8% 21.1% 1.8% 1.8% 36.8% 19.3%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（タ：自
殺・自死遺
族）「差別や
人権侵害の
存在の有
無」の回答
内容別

回答内容

属性
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_性別  

 「自殺や自殺未遂をしたことに対して、周囲に噂話をされること」では女性（60.9％）

が男性（51.6％）を９ポイント上回っています。 

 年代別  

 ３つの回答内容で 30歳代が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 また、「自殺や自殺未遂をしたことに対して、周囲に噂話をされること」では 30 歳代

（61.8％）が他の年代に比べて最も高く、年代が上がるとともに減少しています。 

 職業別  

 「その他」「特にない」を除く全ての回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高く

なっており、特に「自殺者や自殺未遂者、自死遺族等が差別的な言動をされること」「自

殺の危険性を示すサインに気づき、適切な対応ができる体制が十分でないこと」では他の

職業に比べてそれぞれ 13ポイント以上高くなっています。 

_問３（タ：自殺・自死遺族）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「自殺者や自殺未遂者、自死遺族等が差別的な言動をされること」では人権侵害が≪

多く存在する≫（67.0％）が≪存在しない≫（36.6％）を 30 ポイント上回っています。 
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（15）災害発生時における人権侵害について 

【問31】災害発生時における人権侵害に関する問題点 

 「避難生活において、プライバシーが守られないこと」（67.2％）が最も高く、「デマ

や風評等による差別的な言動をされること」（59.2％）、「避難所において、女性や妊産婦

等に対する配慮が十分でないこと」（54.8％）が続きます。 

「その他」としては、「避難所での性被害」「災害地を狙い犯罪をしようとする者がい

ること」などの回答がありました。 

災害発生時における人権侵害に関する問題点 

災害発生時における人権侵害に関する事柄で、あなたが人権上問題があると思われるの

はどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 
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災害発生時における人権侵害に関する問題点【属性別】 
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67.2% 59.2% 53.5% 54.8% 40.3% 47.1% 0.9% 2.5% 7.1% 2.5%

男性（589人） 63.5% 59.9% 50.8% 51.6% 39.4% 44.7% 0.7% 3.4% 8.3% 1.7%

女性（695人） 71.2% 58.7% 56.1% 57.8% 41.3% 49.4% 1.2% 1.9% 6.3% 2.3%

その他（4人） 75.0% 100.0% 75.0% 100.0% 75.0% 100.0% － － － －

無回答（21人） 33.3% 47.6% 38.1% 33.3% 28.6% 28.6% － － － 33.3%

２９歳以下（127人） 60.6% 63.8% 46.5% 58.3% 38.6% 52.0% － 2.4% 8.7% 2.4%

３０歳代（123人） 65.9% 71.5% 49.6% 58.5% 39.8% 53.7% 1.6% 2.4% 4.9% 1.6%

４０歳代（217人） 66.4% 66.4% 44.7% 53.9% 38.7% 44.7% 1.4% 2.3% 11.1% 0.5%

５０歳代（213人） 69.5% 59.2% 49.3% 57.3% 35.2% 52.6% 0.9% 0.5% 7.0% 1.4%

６０歳代（247人） 72.9% 59.5% 57.9% 55.9% 39.3% 43.7% － 2.4% 5.7% 1.2%

７０歳以上（364人） 66.5% 49.2% 62.4% 51.1% 46.2% 44.2% 1.4% 4.1% 6.0% 4.4%

無回答（18人） 38.9% 55.6% 44.4% 44.4% 33.3% 33.3% － － 5.6% 27.8%

会社員・公務員など（405人） 67.4% 64.4% 47.7% 53.8% 36.8% 48.4% 1.0% 2.5% 7.2% 1.0%

契約・派遣社員など（224人） 67.0% 62.9% 47.8% 50.9% 39.3% 45.1% 1.8% 2.2% 8.0% 0.4%

自営業等（78人） 60.3% 48.7% 53.8% 52.6% 33.3% 47.4% － 3.8% 5.1% 3.8%

家事に従事（222人） 73.4% 59.0% 61.3% 59.9% 41.4% 47.7% － 2.3% 5.0% 2.7%

学生（42人） 69.0% 69.0% 59.5% 69.0% 47.6% 54.8% － － 4.8% －

その他の職業（23人） 69.6% 60.9% 73.9% 65.2% 65.2% 65.2% － 4.3% － －

仕事はしていない（294人） 65.6% 51.4% 58.5% 54.1% 44.9% 44.6% 1.4% 3.1% 9.2% 4.4%

無回答（21人） 38.1% 47.6% 38.1% 38.1% 28.6% 33.3% － － 9.5% 28.6%

多く存在する（300人） 77.7% 73.0% 64.3% 65.3% 48.0% 60.7% 1.3% 0.7% 4.0% 1.7%

ある程度存在する（755人） 69.1% 59.6% 54.4% 56.3% 39.6% 46.5% 0.8% 1.6% 5.4% 2.1%

存在しない（200人） 51.5% 48.0% 39.0% 40.5% 37.5% 35.5% 0.5% 8.0% 13.5% 2.0%

無回答（54人） 38.9% 18.5% 33.3% 27.8% 18.5% 22.2% 1.9% 5.6% 24.1% 14.8%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問３（チ：災害
発生時）「差
別や人権侵
害の存在の
有無」の回答
内容別

回答内容

属性
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_性別  

 「デマや風評等による差別的な言動をされること」「特にない」を除く全ての回答内容

で女性が男性を上回っており、特に「避難生活において、プライバシーが守られないこ

と」では女性（71.2％）が男性（63.5％）を７ポイント上回っています。 

 年代別  

 ４つの回答内容で 30歳代が他の年代に比べて最も高くなっています。 

 職業別  

 ４つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「避難所にお

いて、女性や妊産婦等に対する配慮が十分でないこと」では他の職業に比べて９ポイン

ト以上高くなっています。 

_問３（チ：災害発生時における人権侵害）「差別や人権侵害の存在の有無」の回答内容別_

 「避難生活において、プライバシーが守られないこと」では人権侵害が≪多く存在す

る≫（77.7％）が≪存在しない≫(51.5％)を 26 ポイント上回っています。 

 また、「避難生活において、プライバシーが守られないこと」では人権侵害が≪存在し

ない≫（51.5％）でも５割を超えています。 
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３．人権課題の解決のための方策について 

【問32】効果的な啓発広報活動 

 「テレビ・ラジオを利用した啓発広報」（56.0％）が最も高く、「インターネットを利

用した啓発広報」（45.9％）、「ＳＮＳ（ラインやツイッター等）を利用した啓発広報」

（37.8％）が続きます。 

「その他」としては、「幼少期からの教育」「世代別の効果的な啓蒙」などの回答があ

りました。 

効果的な啓発広報活動 

人権啓発を推進するためには、あなたはどのような啓発広報活動が効果的であると思い

ますか。（あてはまるものすべてに○） 
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効果的な啓発広報活動【属性別】 

講
演
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、
シ
ン
ポ
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ウ
ム

、
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用
し
た
啓
発
広
報

映
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・
ビ
デ
オ
を
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用
し
た
啓
発
広
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新
聞
・
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誌
を
利
用
し
た
啓
発
広
報

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
啓
発
広
報

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
啓
発
広
報

交
通
広
告

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
の
疑
似
体
験

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
等
と
の
交
流
会

自
由
な
意
見
の
交
換
が
で
き
る
会
合

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

28.0% 12.2% 31.2% 56.0% 17.9% 27.2% 45.9% 37.8% 27.6% 15.8% 25.1% 24.6% 20.4% 4.0% 2.1% 7.8% 3.0%

男性（589人） 32.8% 13.9% 27.0% 57.0% 16.3% 29.0% 47.5% 36.2% 23.4% 15.1% 22.1% 23.8% 19.4% 4.2% 2.9% 6.3% 2.9%

女性（695人） 24.3% 11.1% 35.1% 56.4% 19.6% 25.9% 45.0% 39.4% 31.2% 16.3% 28.1% 25.5% 21.6% 3.7% 1.6% 8.9% 2.2%

その他（4人） 50.0% － 25.0% 25.0% － － 50.0% 75.0% 25.0% 75.0% 50.0% 25.0% 25.0% － － － －

無回答（21人） 14.3% 4.8% 23.8% 19.0% 9.5% 23.8% 28.6% 23.8% 23.8% 9.5% 9.5% 19.0% 9.5% 4.8% － 14.3% 33.3%

２９歳以下（127人） 21.3% 6.3% 19.7% 56.7% 27.6% 19.7% 53.5% 63.8% 39.4% 8.7% 22.8% 20.5% 20.5% 4.7% 2.4% 12.6% 0.8%

３０歳代（123人） 22.0% 12.2% 20.3% 57.7% 35.0% 22.8% 59.3% 64.2% 35.8% 17.9% 27.6% 25.2% 18.7% 7.3% 3.3% 4.9% 0.8%

４０歳代（217人） 22.1% 12.9% 25.3% 47.9% 18.9% 20.7% 57.6% 46.1% 26.3% 18.4% 29.0% 29.0% 16.1% 4.1% 2.8% 9.7% －

５０歳代（213人） 25.4% 12.7% 30.0% 56.3% 17.8% 25.4% 51.6% 39.0% 30.5% 14.6% 25.4% 22.1% 15.0% 4.7% 0.9% 7.0% 3.3%

６０歳代（247人） 32.0% 12.1% 30.8% 59.1% 12.6% 25.5% 44.5% 30.8% 28.3% 19.4% 25.1% 27.5% 24.3% 3.2% 2.0% 7.3% 0.8%

７０歳以上（364人） 35.4% 14.0% 43.7% 59.1% 12.1% 37.1% 29.9% 19.5% 19.2% 14.6% 23.1% 23.1% 24.5% 2.5% 2.2% 6.3% 6.0%

無回答（18人） 16.7% 5.6% 27.8% 27.8% 11.1% 33.3% 33.3% 27.8% 27.8% 11.1% 16.7% 16.7% 11.1% 5.6% － 16.7% 33.3%

会社員・公務員など（405人） 24.7% 10.4% 19.3% 56.0% 19.8% 20.7% 54.1% 47.4% 27.4% 14.3% 23.0% 23.2% 17.5% 4.4% 2.2% 7.7% 0.7%

契約・派遣社員など（224人） 25.9% 12.5% 36.2% 58.0% 21.9% 25.0% 47.8% 37.1% 32.6% 16.5% 25.9% 29.0% 16.5% 5.4% 1.8% 8.9% 1.3%

自営業等（78人） 19.2% 10.3% 32.1% 43.6% 11.5% 25.6% 43.6% 39.7% 20.5% 19.2% 23.1% 24.4% 26.9% 2.6% 1.3% 9.0% －

家事に従事（222人） 26.6% 12.6% 37.4% 60.8% 16.7% 33.8% 43.7% 33.3% 31.1% 16.2% 26.6% 22.1% 21.6% 3.2% 1.4% 7.2% 4.1%

学生（42人） 31.0% 7.1% 28.6% 66.7% 33.3% 26.2% 64.3% 69.0% 45.2% 16.7% 31.0% 31.0% 21.4% 7.1% 2.4% 9.5% －

その他の職業（23人） 52.2% 17.4% 30.4% 60.9% 17.4% 30.4% 47.8% 30.4% 34.8% 39.1% 69.6% 52.2% 39.1% 4.3% 8.7% － －

仕事はしていない（294人） 35.7% 15.6% 39.5% 53.7% 13.3% 33.0% 34.0% 25.2% 20.4% 13.9% 23.8% 22.4% 23.5% 2.7% 2.7% 7.5% 5.8%

無回答（21人） 23.8% 4.8% 33.3% 33.3% 9.5% 28.6% 28.6% 23.8% 23.8% 19.0% 9.5% 19.0% 14.3% 4.8% － 9.5% 33.3%

ある（462人） 27.3% 12.3% 30.7% 58.9% 20.8% 26.2% 48.9% 42.4% 30.1% 19.9% 31.2% 28.4% 26.0% 3.9% 1.5% 7.1% 1.7%

ない（801人） 29.0% 12.2% 32.1% 55.6% 16.7% 28.2% 45.3% 35.7% 26.7% 13.6% 22.0% 23.1% 17.7% 4.1% 2.2% 8.2% 2.4%

無回答（46人） 19.6% 10.9% 21.7% 34.8% 8.7% 19.6% 26.1% 28.3% 17.4% 13.0% 19.6% 13.0% 10.9% 2.2% 6.5% 6.5% 26.1%

年代別

職業別

問４「人権侵害
を受けた経
験」の回答内
容別

全体（1,309人）

性別

回答内容

属性
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_性別  

 「講演会、シンポジウム、研修会等」では男性（32.8％）が女性（24.3％）を８ポイ

ント上回っており、「広報紙・パンフレット・ポスター」では女性（35.1％）が男性（27.0％）

を８ポイント上回っています。 

 年代別  

 ６つの回答内容で 70歳以上が他の年代に比べて最も高くなっており、特に「広報紙・

パンフレット・ポスター」では他の年代に比べて 12 ポイント以上高くなっています。 

 また、「講演会、シンポジウム、研修会等」では年代が上がるとともに増加しており、

70 歳以上（35.4％）が他の年代に比べて最も高くなっています。

一方、「インターネットを利用した啓発広報」「ＳＮＳ（ラインやツイッター等）を利

用した啓発広報」では 30 歳代から年代が上がるとともに減少しています。 

 職業別  

 ８つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「ＳＮＳ（ラ

インやツイッター等）を利用した啓発広報」では他の職業に比べて 21 ポイント以上高く

なっています。 

_問４「人権侵害を受けた経験」の回答内容別

「高齢者・障がいのある人の疑似体験」では人権侵害を受けた経験が≪ある≫（31.2％）

が≪ない≫（22.0％）を９ポイント上回っています。 
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前回調査・全国調査との比較 

 効果的な啓発広報活動について、前回調査と比較すると、９つの回答内容で前回から

上がっており、特に「インターネットを利用した啓発広報」では前回から 34 ポイント上

がっています。 

 全国調査と比較すると、「テレビ・ラジオを利用した啓発広報」「新聞・雑誌を利用し

た啓発広報」では平塚市が全国を 14 ポイント下回っています。 

効果的な啓発広報活動【比較】 
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【問33】人権課題の解決のための方策 

 「学校内外の人権教育を充実する」（61.8％）が最も高く、「人権が侵害された被害者

の救済・支援を充実する」（51.2％）、「犯罪の取り締まりを強化する」（47.0％）が続き

ます。 

「その他」としては、「海外での成功事例の導入」「人権問題に関心の少ない人にこそ、

情報を届ける工夫」などの回答がありました。 

人権課題の解決のための方策 

あらゆる人権課題の解決に向けて、あなたは、今後どのようなことに力を入れていけば

よいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 
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人権課題の解決のための方策【属性別】 

人
権
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わ
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41.9% 61.8% 39.9% 51.2% 47.0% 25.1% 28.0% 41.8% 2.8% 1.1% 5.7% 2.8%

男性（589人） 44.1% 63.2% 39.9% 52.5% 48.6% 25.6% 30.9% 37.7% 2.4% 1.4% 4.2% 2.2%

女性（695人） 40.3% 61.2% 40.0% 50.6% 45.9% 24.7% 25.6% 44.9% 3.2% 1.0% 7.1% 2.3%

その他（4人） 75.0% 75.0% 75.0% 50.0% 75.0% 50.0% 50.0% 100.0% 25.0% － － －

無回答（21人） 28.6% 42.9% 28.6% 33.3% 33.3% 14.3% 19.0% 42.9% － － 4.8% 33.3%

２９歳以下（127人） 25.2% 59.1% 37.8% 49.6% 52.0% 32.3% 31.5% 40.2% 3.1% 2.4% 8.7% 1.6%

３０歳代（123人） 36.6% 70.7% 32.5% 47.2% 57.7% 27.6% 30.1% 42.3% 6.5% 0.8% 1.6% 0.8%

４０歳代（217人） 38.7% 71.4% 32.7% 48.8% 55.8% 25.3% 27.2% 36.9% 2.3% 0.5% 6.0% －

５０歳代（213人） 39.4% 59.2% 39.4% 48.8% 46.5% 23.9% 27.2% 41.3% 2.8% 0.9% 8.0% 2.8%

６０歳代（247人） 49.0% 61.1% 44.5% 53.8% 41.3% 20.2% 27.5% 43.7% 2.4% 2.0% 3.6% 1.2%

７０歳以上（364人） 48.4% 56.3% 44.5% 54.7% 41.2% 25.8% 27.2% 44.2% 2.2% 0.8% 5.8% 5.2%

無回答（18人） 38.9% 55.6% 38.9% 38.9% 33.3% 16.7% 27.8% 38.9% － － 11.1% 27.8%

会社員・公務員など（405人） 36.0% 66.9% 35.8% 47.9% 52.8% 22.7% 28.1% 36.0% 3.2% 1.0% 4.4% 0.7%

契約・派遣社員など（224人） 45.5% 60.7% 39.3% 49.6% 46.9% 20.5% 25.9% 39.3% 2.2% 2.2% 6.7% 1.3%

自営業等（78人） 33.3% 60.3% 39.7% 42.3% 44.9% 21.8% 17.9% 47.4% 1.3% － 9.0% 2.6%

家事に従事（222人） 45.0% 61.7% 41.0% 55.9% 44.1% 29.7% 27.0% 46.4% 3.2% 1.4% 5.0% 3.2%

学生（42人） 40.5% 69.0% 40.5% 57.1% 52.4% 38.1% 45.2% 52.4% 7.1% － 4.8% －

その他の職業（23人） 56.5% 69.6% 43.5% 69.6% 52.2% 34.8% 52.2% 52.2% － － 4.3% －

仕事はしていない（294人） 46.6% 54.4% 45.2% 55.1% 41.2% 27.2% 28.9% 44.6% 2.7% 1.0% 6.8% 5.1%

無回答（21人） 38.1% 61.9% 33.3% 28.6% 38.1% 14.3% 19.0% 38.1% － － 4.8% 28.6%

ある（462人） 43.3% 67.7% 41.8% 54.8% 49.8% 28.4% 31.8% 45.7% 3.7% 1.3% 6.3% 1.9%

ない（801人） 41.6% 59.3% 39.5% 50.2% 46.1% 23.7% 26.3% 40.2% 2.4% 1.1% 5.5% 2.1%

無回答（46人） 34.8% 45.7% 28.3% 32.6% 34.8% 15.2% 17.4% 30.4% 2.2% － 4.3% 21.7%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問４「人権侵
害を受けた
経験」の回
答内容別

回答内容

属性
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_性別  

 ７つの回答内容で男性が女性を上回っています。 

 また、「国や地方自治体、民間団体等の関係機関が連携を図る」では女性（44.9％）が

男性（37.7％）を７ポイント上回っています。 

年代別  

 「人権に関する情報の収集及び提供を充実する」「人権侵犯事件の調査・処理や人権相

談に関する人員を充実する」では 29 歳以下が、「人権が侵害された被害者の救済・支援

を充実する」「国や地方自治体、民間団体等の関係機関が連携を図る」では 70 歳以上が

他の年代に比べて最も高くなっています。 

 また、「人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための啓発広報活動を推進す

る」では年代が上がるとともに増加しており、60 歳代（49.0％）が他の年代に比べて最

も高くなっています。 

 職業別  

 ６つの回答内容で≪学生≫が他の職業に比べて最も高くなっており、特に「人権侵犯

事件の調査・処理や人権相談に関する人員を充実する」では他の職業に比べて 16 ポイン

ト以上高くなっています。 

_問４「人権侵害を受けた経験」の回答内容別

「学校内外の人権教育を充実する」では人権侵害を受けた経験が≪ある≫（67.7％）が

≪ない≫（59.3％）を８ポイント上回っています。 
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【問34】市民一人ひとりに求められている行動 

 「人権について正しい知識を身につけること」（63.5％）が最も高く、「他人の立場や

権利を尊重すること」（57.6％）、「因習や誤った固定観念にとらわれないこと」（45.6％）

が続きます。 

「その他」としては、「時代に応じた多様化を理解すること」「お互いの得意分野、い

い所を尊重できる環境づくり」などの回答がありました。 

市民一人ひとりに求められている行動 

市民一人ひとりが、人権を尊重しあうために、心がけて行動すべきこととして、あなた

はどのようなことが求められると思いますか。（○は３つまで） 
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市民一人ひとりに求められている行動【属性別】 
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63.5% 45.6% 57.6% 15.3% 19.3% 35.3% 1.2% 0.6% 3.3% 8.3%

男性（589人） 67.6% 41.6% 62.1% 15.4% 17.7% 35.5% 1.0% 0.8% 2.9% 7.1%

女性（695人） 60.9% 49.8% 54.5% 15.3% 21.0% 35.5% 1.4% 0.4% 3.6% 8.1%

その他（4人） 75.0% 75.0% 75.0% 25.0% － 50.0% － － － －

無回答（21人） 33.3% 14.3% 28.6% 9.5% 9.5% 19.0% － － 4.8% 47.6%

２９歳以下（127人） 53.5% 59.8% 62.2% 11.0% 18.1% 26.0% 1.6% 0.8% 7.1% 5.5%

３０歳代（123人） 63.4% 55.3% 49.6% 4.1% 22.8% 39.0% 4.9% 0.8% 0.8% 7.3%

４０歳代（217人） 67.3% 46.5% 59.4% 15.7% 27.2% 35.0% 0.5% 0.5% 2.8% 5.1%

５０歳代（213人） 62.4% 46.0% 49.3% 10.8% 18.8% 46.0% 1.4% 0.5% 4.2% 7.5%

６０歳代（247人） 68.0% 45.3% 61.9% 14.2% 14.6% 38.5% 0.4% 1.2% 3.2% 6.9%

７０歳以上（364人） 63.2% 38.5% 60.7% 23.9% 17.9% 29.7% 0.8% 0.3% 2.2% 11.3%

無回答（18人） 44.4% 11.1% 33.3% 11.1% 5.6% 22.2% － － 11.1% 38.9%

会社員・公務員など（405人） 66.7% 47.7% 58.0% 11.4% 19.0% 41.2% 1.0% 0.5% 3.0% 5.7%

契約・派遣社員など（224人） 62.5% 48.7% 56.3% 8.9% 21.9% 40.2% 1.8% 0.9% 4.9% 5.4%

自営業等（78人） 57.7% 46.2% 59.0% 30.8% 21.8% 30.8% 2.6% － 2.6% 5.1%

家事に従事（222人） 64.4% 47.7% 59.0% 19.8% 22.1% 30.6% 0.5% 0.5% 1.4% 9.9%

学生（42人） 59.5% 64.3% 66.7% 14.3% 14.3% 26.2% － － 2.4% 4.8%

その他の職業（23人） 52.2% 52.2% 69.6% 17.4% 30.4% 34.8% 4.3% － － 8.7%

仕事はしていない（294人） 62.9% 37.8% 56.1% 18.0% 15.3% 30.6% 1.4% 1.0% 4.4% 11.9%

無回答（21人） 52.4% 14.3% 33.3% 14.3% 9.5% 19.0% － － 4.8% 38.1%

ある（462人） 60.0% 47.8% 53.0% 14.1% 21.0% 39.4% 1.9% 0.4% 3.2% 9.7%

ない（801人） 66.7% 45.1% 61.4% 15.9% 18.2% 34.3% 0.7% 0.7% 3.2% 6.0%

無回答（46人） 43.5% 32.6% 37.0% 17.4% 19.6% 10.9% 2.2% － 4.3% 32.6%

全体（1,309人）

性別

年代別

職業別

問４「人権侵
害を受けた
経験」の回
答内容別

属性

回答内容
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_性別  

 「因習や誤った固定観念にとらわれないこと」では、女性（49.8％）が男性（41.6％）

を８ポイント上回っています。 

 年代別  

 「自分が生活している地域の人々を大切にすること」では 70歳以上（23.9％）が他の

年代に比べて８ポイント以上高くなっています。 

 職業別  

「因習や誤った固定観念にとらわれないこと」では≪学生≫（64.3％）が他の職業に

比べて 15ポイント以上高くなっています。 

_問４「人権侵害を受けた経験」の回答内容別

「他人の立場や権利を尊重すること」では人権侵害を受けた経験が≪ない≫（61.4％）

が≪ある≫（53.0％）を８ポイント上回っています。 
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平塚市
ひ ら つ か し

人権
じんけん

に関
かん

する市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

ご協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

皆様
みなさま

におかれましては、日頃
ひごろ

から市政
しせい

にご理解
りかい

とご協 力
きょうりょく

をいただき、お礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。 

平塚市
ひらつかし

では、全
すべ

ての市民
しみん

が人権
じんけん

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、心
こころ

がかよう明
あか

るい社会
しゃかい

づくりを進
すす

めています。 

このたび、「平塚市
ひらつかし

人権
じんけん

施策
せさ く

推進
すいしん

指針
しし ん

」を改定
かいてい

するにあたり、「平塚市
ひらつかし

人権
じんけん

に関
かん

する市民
しみん

意識
いし き

調査
ちょうさ

」を実施
じっし

することになりました。この調査票
ちょうさひょう

は、住民
じゅうみん

基本
きほ ん

台帳
だいちょう

から令和
れいわ

４年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

を対象
たいしょう

として３,000名
めい

を無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

し、お送
おく

りしています。 

ご回答
かいとう

いただいた内容
ないよう

は統計的
とうけいてき

に処理
しょり

し、本調査
ほんちょうさ

目的
もくてき

以外
いがい

に使用
しよう

いたしません。また、回答者
かいとうしゃ

個人
こじ ん

が特定
とくてい

されたり、個々
こ こ

の回答
かいとう

内容
ないよう

が外部
がいぶ

に知
し

られたりすることも一切
いっさい

ございません。 

お忙
いそが

しいところ大変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
しゅし

をご理解
りかい

いただき、ご協 力
きょうりょく

くださいますよう

お願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

なお、調査票
ちょうさひょう

は外
がい

国籍
こくせき

の方
かた

にもお送
おく

りしているため、ルビ付
つ

きで作成
さくせい

しています。 

令和
れいわ

４年
ねん

４月
がつ

平塚
ひらつか

市長
しちょう

落合
おちあい

 克
かつ

宏
ひろ

ご回答
かいとう

の方法
ほうほう

につきましては、別紙
べっし

をご参照
さんしょう

ください。 

令和
れいわ

４年
ねん

４月
がつ

３０日
にち

（土
ど

）までに郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

又
また

は電子
で ん し

申請
しんせい

システムでご回答
かいとう

をお願
ねが

いいた

します。

この調査
ちょうさ

に関
かん

するお問
と

い合
あ

わせ先
さき

平塚市
ひらつかし

市民部
し み ん ぶ

人権
じんけん

・男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

課
か

 担当
たんとう

：中村
なかむら

〒254－8686 平塚市
ひらつかし

浅間
せんげん

町
ちょう

９番
ばん

１号
ごう

 TEL. 0463-21-9861 FAX. 0463-21-9756 
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別紙
べっし

（ご回答
かいとう

について） 

・あてはまるものを選
えら

ぶ設問
せつもん

では、選択肢
せんたくし

の番号
ばんごう

に○をつけてください。なお、設問
せつもん

によって、ひとつだけ  

選
えら

ぶもの、あてはまるものすべてを選
えら

ぶものなどがありますのでご注意
ちゅうい

ください。 

・回答
かいとう

が「その他
た

」にあてはまる場合
ば あ い

には、その番号
ばんごう

を○で囲
かこ

み、（  ）内
ない

にその内容
ないよう

を記入
きにゅう

してください。 

・調査票
ちょうさひょう

・返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

・電子
で ん し

申請
しんせい

システムにお名前
な ま え

・ご住所
じゅうしょ

を記入
きにゅう

又
また

は入 力
にゅうりょく

しないでください。 

・回答
かいとう

は郵送
ゆうそう

又
また

は電子
で ん し

申請
しんせい

システムで受
う

け付
つ

けています。 

・ご記入
きにゅう

は、黒
くろ

の筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

（ボールペン・鉛筆
えんぴつ

など）でお願
ねが

いします。 

・ご記入
きにゅう

が済
す

みましたら、調査票
ちょうさひょう

のみ同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）に入
い

れてポストに投函
とうかん

してください。 

※あなたのＩＤコードは 00000000  です。問
とい

１にご入 力
にゅうりょく

ください。 

（１）平塚市
ひらつかし

ホームページにアクセスしてください。 

   アドレスは https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/です。

※下
した

の二次元
に じ げ ん

コードを読
よ

み取
と

り、調査票
ちょうさひょう

の入 力
にゅうりょく

フォームに入
はい

ることもできます。 

（２）「オンラインで申請
しんせい

・届出
とどけで

できる手続
てつづき

」をクリックしてください。 

調査票
ちょうさひょう

（紙
かみ

）でのご回答
かいとう

の場合
ば あ い

電子
で ん し

申請
しんせい

システムでのご回答
かいとう

の場合
ば あ い
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（３）「e-kanagawa電子
でんし

申請
しんせい

システム（申請
しんせい

方法
ほうほう

が「電子
でんし

申請
しんせい

」の場合
ばあい

）」をクリックしてく

ださい。 

（４）検索
けんさく

キーワードで「平塚市
ひらつかし

人権
じんけん

に関
かん

する市民
しみん

意識
いしき

調査
ちょうさ

票
ひょう

」を入 力
にゅうりょく

して検索
けんさく

いただくか、

手続
てつづ

き一覧
いちらん

から「平塚市
ひらつかし

人権
じんけん

に関
かん

する市民
しみん

意識
いしき

調査
ちょうさ

票
ひょう

」の調査票
ちょうさひょう

入 力
にゅうりょく

フォームに入り、

回答
かいとう

してください。 

（５）ご入 力
にゅうりょく

が済
す

みましたら、回答
かいとう

を送信
そうしん

してください。調査票
ちょうさひょう

はお手数
てすう

ですが、破棄
は き

して 

ください。（返信
へんしん

不要
ふよ う

です。）
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～ 平塚市
ひらつかし

人権
じんけん

に関
かん

する市民
しみん

意識
いしき

調査
ちょうさ

 調査票
ちょうさひょう

 ～ 

１．人権
じんけん

問題
もんだい

についておたずねします

問
とい

１．あなたは、基本的
きほんてき

人権
じんけん

は侵
おか

すことのできない永久
えいきゅう

の権利
け ん り

として、憲法
けんぽう

（第
だい

11 条
じょう

）で保障
ほしょう

さ

れていることを知
し

っていますか。（○は１つ） 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

問
とい

２．あなたは、国民
こくみん

一人
ひ と り

ひとりの人権
じんけん

意識
い し き

は 10年前
ねんまえ

に比
くら

べて高
たか

くなっていると思
おも

いますか。 

（○は１つ） 

１．そう思
おも

う ２．いちがいには言
い

えない ３．そう思
おも

わない 

問
とい

３．あなたは、現実
げんじつ

の社会
しゃかい

で、人権
じんけん

問題
もんだい

・差別
さ べ つ

による人権
じんけん

侵害
しんがい

が存在
そんざい

すると思
おも

いますか。 

（ア）～（チ）の各項目
かくこうもく

についてお答
こた

えください。（それぞれあてはまるもの１つに○） 

多
おお

く存在
そんざい

する 
ある程度

て い ど

存在
そんざい

する 
存在
そんざい

しない 

（ア）女性
じょせい

１ ２ ３ 

（イ）子
こ

ども １ ２ ３ 

（ウ）高齢者
こうれいしゃ

１ ２ ３ 

（エ）障
しょう

がいのある人
ひと

１ ２ ３ 

（オ）同和
ど う わ

問題
もんだい

１ ２ ３ 

（カ）アイヌの人々
ひとびと

１ ２ ３ 

（キ）外国人
がいこくじん

１ ２ ３ 

（ク）疾病
しっぺい

等
など

※ １ ２ ３ 

（ケ）刑
けい

を終
お

えて出所
しゅっしょ

した人
ひと

１ ２ ３ 

（コ）犯罪
はんざい

被害者
ひ が いし ゃ

等
など

１ ２ ３ 

（サ）インターネットによる人権
じんけん

侵害
しんがい

１ ２ ３ 

（シ）ホームレス １ ２ ３ 

（ス）セクシュアルマイノリティ １ ２ ３ 

（セ）北朝鮮
きたちょうせん

当局
とうきょく

によって拉致
ら ち

された被害者
ひがいしゃ

等
など

１ ２ ３ 

（ソ）人身
じんしん

取引
とりひき

１ ２ ３ 

（タ）自殺
じ さ つ

・自死
じ し

遺族
い ぞ く

１ ２ ３ 

（チ）災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

における人権
じんけん

侵害
しんがい

１ ２ ３ 

※疾病
しっぺい

等
など

：エイズ・ＨＩＶ感染症
かんせんしょう

、ハンセン病
びょう

、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の患者
かんじゃ

やその家族
か ぞ く

及
およ

び医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

等
など
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問
とい

４．あなたは、今
いま

までにご自分
じぶん

の人権
じんけん

が侵害
しんがい

されたと思
おも

ったことがありますか。（○は１つ） 

１．ある → 問
とい

４-１へ ２．ない → 問
とい

５へ

問
とい

４-１．問
とい

４で「１．ある」と回答
かいとう

した方
かた

のみにうかがいます。それはどのような内容
ないよう

ですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．あらぬ噂
うわさ

、他人
た に ん

からの悪口
わるぐち

、かげ口
ぐち

２．名誉
め い よ

・信用
しんよう

のき損
そん

、侮辱
ぶじょく

３．警察
けいさつ

官
かん

等
など

の公務員
こうむいん

からの不当
ふ と う

な取扱
とりあつか

い 

４．暴力
ぼうりょく

、強迫
きょうはく

、強要
きょうよう

（社会的
しゃかいてき

地位
ち い

、慣習
かんしゅう

、脅迫
きょうはく

等
など

により、本来
ほんらい

義務
ぎ む

のないことをやら

されたり、権利
けんり

の行使
こうし

を妨害
ぼうがい

された） 

５．悪臭
あくしゅう

・騒音
そうおん

等
など

の公害
こうがい

６．差別
さ べ つ

待遇
たいぐう

（人種
じんしゅ

・信条
しんじょう

・性別
せいべつ

・社会的
しゃかいてき

身分
み ぶ ん

等
など

により、就 職
しゅうしょく

や結婚
けっこん

等
など

の社会
しゃかい

生活
せいかつ

の上
うえ

で

不平等
ふびょうどう

又
また

は不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いをされた） 

７．地域
ち い き

社会
しゃかい

での嫌
いや

がらせ 

８．学校
がっこう

でのいじめ 

９．職場
しょくば

での嫌
いや

がらせ 

10．使用者
しようしゃ

による時間外
じかんがい

労働
ろうどう

の強制
きょうせい

等
など

の不当
ふ と う

な待遇
たいぐう

11．社会
しゃかい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
など

での施設
し せ つ

職員
しょくいん

からの不当
ふ と う

な取扱
とりあつか

い 

12．プライバシーの侵害
しんがい

13．セクシュアル・ハラスメント（性的
せいてき

嫌
いや

がらせ） 

14．ドメスティック・バイオレンス（配偶者
はいぐうしゃ

やパートナーからの暴力
ぼうりょく

） 

15．児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

1６．その他
た

（                                 ） 

1７．なんとなく 

1８．答
こた

えたくない  

問
とい

５．もし、あなたが差別
さべつ

をされたり人権
じんけん

を侵害
しんがい

されたりした場合
ばあい

、まずどのような対応
たいおう

をとりま

すか。（○は１つ） 

１．黙
だま

って我慢
が ま ん

する ７．町内会
ちょうないかい

・自治会
じ ち か い

、民生
みんせい

委員
い い ん

等
など

に相談
そうだん

する 

２．相手
あ い て

に抗議
こ う ぎ

する ８．法務局
ほうむきょく

又
また

は人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

に相談
そうだん

する 

３．身近
み ぢ か

な人
ひと

に相談
そうだん

する ９．民間
みんかん

相談
そうだん

機関
き か ん

に相談
そうだん

する 

４．弁護士
べ ん ご し

に相談
そうだん

する 10．警察
けいさつ

に相談
そうだん

する 

５．市
し

役所
やくしょ

に相談
そうだん

する 11．その他
た

（            ） 

６．学校
がっこう

・職場
しょくば

に相談
そうだん

する 12．わからない 

問
とい

６．「人権
じんけん

尊重
そんちょう

が叫
さけ

ばれる一方
いっぽう

で、権利
けんり

のみを主張
しゅちょう

して、他人
たにん

の迷惑
めいわく

を考
かんが

えない人
ひと

が増
ふ

えてき

た」という意見
いけん

について、あなたはどう思
おも

いますか。（○は１つ） 

１．非常
ひじょう

にそう思
おも

う ４．全
まった

くそうは思
おも

わない 

２．かなりそう思
おも

う ５．わからない 

３．あまりそうは思
おも

わない 
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２．主
おも

な人権
じんけん

課題
かだ い

に関
かん

する意識
いし き

についておたずねします

問
とい

７．日本
にほん

における人権
じんけん

課題
かだ い

について、あなたが関心
かんしん

があるものはどれですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

１．女性
じょせい

 11．インターネットによる人権
じんけん

侵害
しんがい

２．子
こ

ども 12．ホームレス 

３．高齢者
こうれいしゃ

13．セクシュアルマイノリティ 

４．障
しょう

がいのある人
ひと

 14．北朝鮮
きたちょうせん

当局
とうきょく

によって拉致
ら ち

された被害者
ひがいしゃ

等
など

５．同和
ど う わ

問題
もんだい

 15．人身
じんしん

取引
とりひき

６．アイヌの人々
ひとびと

 16．自殺
じ さ つ

・自死
じ し

遺族
い ぞ く

７．外国人
がいこくじん

 17．災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

における人権
じんけん

侵害
しんがい

８．疾病
しっぺい

等
など

 18．その他
た

（              ） 

９．刑
けい

を終
お

えて出所
しゅっしょ

した人
ひと

10．犯罪
はんざい

被害者
ひがいしゃ

等
など

19．特
とく

にない 

女性
じょせい

の人権
じんけん

について 

問
とい

８．女性
じょせい

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．男女
だんじょ

の固定的
こていてき

な役割
やくわり

分担
ぶんたん

意識
い し き

（「家事
か じ

は女性
じょせい

」等
など

）に基
もと

づく差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを受
う

けるこ

と 

２．職場
しょくば

において差別
さ べ つ

待遇
たいぐう

（女性
じょせい

が管理
か ん り

職
しょく

になりにくい、マタニティ・ハラスメント等
など

の

妊娠
にんしん

、出産
しゅっさん

等
など

を理由
り ゆ う

とする不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

い等
など

）を受
う

けること 

３．セクシュアル・ハラスメント（性的
せいてき

嫌
いや

がらせ） 

４．ドメスティック・バイオレンス（配偶者
はいぐうしゃ

やパートナーからの暴力
ぼうりょく

） 

５．売春
ばいしゅん

・買
かい

春
しゅん

６．「令夫人
れいふじん

」、「婦人
ふ じ ん

」、「未亡人
みぼうじん

」、「家内
か な い

」のように女性
じょせい

だけに用
もち

いられる言葉
こ と ば

が使
つか

われる

こと 

７．アダルトビデオ等
など

への出演
しゅつえん

強要
きょうよう

８．その他
た

（                                 ） 

９．特
とく

にない 

10．わからない 
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問
とい

９．女性
じょせい

の人権
じんけん

を守
まも

るために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで） 

１．女性
じょせい

のための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

２．男女
だんじょ

ともに、働
はたら

きながら、家事
か じ

や育児
い く じ

・介護
か い ご

等
など

を両立
りょうりつ

できる環境
かんきょう

を整備
せ い び

する 

３．さまざまな意思
い し

決定
けってい

や方針
ほうしん

決定
けってい

の場
ば

への女性
じょせい

の参画
さんかく

を促進
そくしん

する 

４．女性
じょせい

の人権
じんけん

を守
まも

るための啓発
けいはつ

広報
こうほう

活動
かつどう

等
など

を進
すす

める 

５．男女
だんじょ

平等
びょうどう

や男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

等
など

に関
かん

する教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

する 

６．マスコミ等
など

が紙面
し め ん

、番組
ばんぐみ

、広告
こうこく

等
など

の内容
ないよう

に配慮
はいりょ

する 

７．女性
じょせい

に対
たい

する犯罪
はんざい

の取
と

り締
し

まりを強化
きょうか

する 

８．女性
じょせい

に対
たい

する暴力
ぼうりょく

の加害者
かがいしゃ

への教育
きょういく

・相談
そうだん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 

子
こ

どもの人権
じんけん

について 

問
とい

10．子
こ

どもに関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○） 

１．いじめを受
う

けること 

２．体罰
たいばつ

を受
う

けること 

３．虐待
ぎゃくたい

を受
う

けること 

４．いじめ、体罰
たいばつ

や虐待
ぎゃくたい

を見
み

て見
み

ぬふりをすること 

５．学校
がっこう

や就職先
しゅうしょくさき

の選択
せんたく

等
など

の子
こ

どもの意見
い け ん

について、大人
お と な

がその意見
い け ん

を無視
む し

すること  

６．児童
じ ど う

買
かい

春
しゅん

・児童
じ ど う

ポルノ等
など

の対象
たいしょう

となること 

７．ヤングケアラー※とならざるを得
え

ないこと 

８．その他
た

（                                 ） 

９．特
とく

にない  

10．わからない 

※ヤングケアラー：本来
ほんらい

大人
おと な

が担
にな

うと想定
そうてい

されている家事
か じ

や家族
かぞく

の世話
せ わ

等
など

を日常的
にちじょうてき

に行
おこな

っている子
こ

ども 

問
とい

11．子
こ

どもの人権
じんけん

を守
まも

るために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで）

１．子
こ

どものための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

２．子
こ

どもの人権
じんけん

を守
まも

るための教育
きょういく

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する 

３．教師
きょうし

の資質
し し つ

や能力
のうりょく

を高
たか

める 

４．親
おや

等
など

への教育
きょういく

、相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

５．子
こ

どもに自分
じ ぶ ん

も人
ひと

も大切
たいせつ

であることを教
おし

える 

６．子
こ

どもの人格
じんかく

や考
かんが

えを尊重
そんちょう

する 

７．児童
じ ど う

買
かい

春
しゅん

や児童
じ ど う

ポルノ等
など

の取
と

り締
し

まりを強化
きょうか

する 

８．インターネット等
など

の適正
てきせい

利用
り よ う

を促進
そくしん

する 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 
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高齢者
こうれいしゃ

の人権
じんけん

について 

問
とい

12．高齢者
こうれいしゃ

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○） 

１．働
はたら

ける能力
のうりょく

を発揮
は っ き

する機会
き か い

が少
すく

ないこと 

２．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

３．悪徳
あくとく

商法
しょうほう

・特殊
とくしゅ

詐欺
さ ぎ

の被害
ひ が い

が多
おお

いこと 

４．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
き ょ ひ

されること 

５．家
か

庭内
ていない

での看護
か ん ご

や介護
か い ご

において嫌
いや

がらせや虐待
ぎゃくたい

を受
う

けること 

６．病院
びょういん

での看護
か ん ご

や養護
よ う ご

施設
し せ つ

において劣悪
れつあく

な処遇
しょぐう

や虐待
ぎゃくたい

を受
う

けること 

７．高齢者
こうれいしゃ

が邪魔者
じゃまもの

扱
あつか

いされ、つまはじきにされること 

８．高齢者
こうれいしゃ

の意見
い け ん

や行動
こうどう

が尊重
そんちょう

されないこと 

９．経済的
けいざいてき

に自立
じ り つ

が困難
こんなん

なこと 

10．その他
た

（                                 ） 

11．特
とく

にない 

12．わからない 

問
とい

13．高齢者
こうれいしゃ

の人権
じんけん

を守
まも

るために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで）

１．高齢者
こうれいしゃ

が就労
しゅうろう

する場
ば

や能力
のうりょく

を発揮
は っ き

できる機会
き か い

を確保
か く ほ

する 

２．高齢者
こうれいしゃ

のための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

３．高齢者
こうれいしゃ

の人権
じんけん

を守
まも

るための教育
きょういく

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する 

４．地域
ち い き

の支援
し え ん

等
など

により、高齢者
こうれいしゃ

の社会
しゃかい

からの孤立
こ り つ

を防
ふせ

ぎ、生活
せいかつ

しやすい環境
かんきょう

にする 

５．高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する犯罪
はんざい

の取
と

り締
し

まりを強化
きょうか

する 

６．高齢者
こうれいしゃ

と他
ほか

の世代
せ だ い

との交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する 

７．在宅
ざいたく

サービスや福祉
ふ く し

施設
し せ つ

・病院
びょういん

を充実
じゅうじつ

する 

８．バリアフリーで暮
く

らしやすいまちづくりを推進
すいしん

する 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 
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障
しょう

がいのある人
ひと

の人権
じんけん

について 

問
とい

14．障
しょう

がいのある人
ひと

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなこ

とですか。（あてはまるものすべてに○）

１．職場
しょくば

、学校
がっこう

等
など

で嫌
いや

がらせやいじめを受
う

けること 

２．結婚
けっこん

問題
もんだい

で周囲
しゅうい

の反対
はんたい

を受
う

けること 

３．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること 

４．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

５．悪徳
あくとく

商法
しょうほう

の被害
ひ が い

が多
おお

いこと 

６．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
き ょ ひ

されること 

７．家
か

庭内
ていない

での看護
かん ご

や介護
かい ご

において嫌
いや

がらせや虐待
ぎゃくたい

を受
う

けること 

８．病院
びょういん

での看護
かん ご

や養護
よう ご

施設
しせ つ

において劣悪
れつあく

な処遇
しょぐう

や虐待
ぎゃくたい

を受
う

けること 

９．宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

や公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の利用
り よ う

、店舗
て ん ぽ

等
など

への入店
にゅうてん

を拒否
き ょ ひ

されること 

10．スポーツ・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

・地域
ち い き

活動
かつどう

に気軽
き が る

に参加
さ ん か

できないこと 

11．じろじろ見
み

られたり、避
さ

けられたりすること 

12．その他
た

（                                 ） 

13．特
とく

にない 

14．わからない 

問
とい

15．障
しょう

がいのある人
ひと

の人権
じんけん

を守
まも

るために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（○は３つまで）

１．障
しょう

がいのある人
ひと

のための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

２．障
しょう

がいのある人
ひと

の人権
じんけん

を守
まも

るための教育
きょういく

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する 

３．在宅
ざいたく

サービスや福祉
ふ く し

施設
し せ つ

・病院
びょういん

を充実
じゅうじつ

する 

４．障
しょう

がいのある人
ひと

が自立
じ り つ

して生活
せいかつ

しやすい環境
かんきょう

にする 

５．障
しょう

がいに応
おう

じた教育
きょういく

を行
おこな

う 

６．障
しょう

がいのある人
ひと

の雇用
こ よ う

を確保
か く ほ

する 

７．障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する 

８．障
しょう

がいのある人
ひと

が審議会
しんぎかい

等
など

へ参加
さ ん か

し、意見
い け ん

を反映
はんえい

させる機会
き か い

を増
ふ

やす 

９．人権
じんけん

侵害
しんがい

があった場合
ば あ い

に救済
きゅうさい

するための法
ほう

整備
せ い び

を行
おこな

う 

10．バリアフリーで暮
く

らしやすいまちづくりを推進
すいしん

する 

11．その他
た

（                                 ） 

12．特
とく

にない 

13．わからない 
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同和
ど う わ

問題
もんだい

について 

問
とい

16．あなたは、同和
どうわ

問題
もんだい

を知
し

っていますか。（○は１つ） 

１．知
し

っている → 問
とい

16-1 へ  ２．知
し

らない → 問
とい

17 へ

問
とい

16－１．問
とい

16 で「１．知
し

っている」と回答
かいとう

した方
かた

のみにうかがいます。同和
どうわ

問題
もんだい

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。（あてはまるもの

すべてに○）

１．結婚
けっこん

問題
もんだい

で周囲
しゅうい

の反対
はんたい

を受
う

けること ６．インターネットを利用
りよ う

して差別的
さべつてき

な

情報
じょうほう

が掲載
けいさい

されること 

７．その他
た

（            ） 

２．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

ける 

こと 

３．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること ８．特
とく

にない 

４．差別的
さべつてき

な落書
ら く が

きをされること ９．わからない 

５．身元
み も と

調査
ちょうさ

をされること 

外国人
がいこくじん

の人権
じんけん

について 

問
とい

17．外国人
がいこくじん

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

１．職場
しょくば

、学校
がっこう

等
など

で嫌
いや

がらせやいじめを受
う

けること 

２．結婚
けっこん

問題
もんだい

で周囲
しゅうい

の反対
はんたい

を受
う

けること 

３．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること 

４．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

５．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
き ょ ひ

されること 

６．宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

、店舗
て ん ぽ

等
など

への入店
にゅうてん

や施設
し せ つ

利用
り よ う

を拒否
き ょ ひ

されること 

７．風習
ふうしゅう

や習慣
しゅうかん

等
など

の違
ちが

いが受
う

け入
い

れられないこと 

８．じろじろ見
み

られたり、避
さ

けられたりすること 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 

問
とい

18．あなたは、ヘイトスピーチ※を知
し

っていますか。（○は１つ）

１．言葉
こ と ば

も意味
い み

も知
し

っていた 

２．言葉
こ と ば

は知
し

っていたが、意味
い み

は知
し

らなかった 

３．知
し

らなかった 

※ヘイトスピーチ：特定
とくてい

の国
くに

の出身者
しゅっしんしゃ

であること又
また

はその子孫
しそ ん

であることのみを理由
りゆう

に、日本
にほん

社会
しゃかい

から

追
お

い出
だ

そうとしたり危害
きがい

を加
くわ

えようとしたりするなどの一方的
いっぽうてき

な内容
ないよう

の言動
げんどう
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問
とい

19．外国人
がいこくじん

の人権
じんけん

を守
まも

るために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（○は３つまで）

１．互
たが

いが、ともに暮
く

らす市民
し み ん

であることの理解
り か い

を深
ふか

める啓発
けいはつ

を推進
すいしん

する 

２．外国語
がいこくご

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

を充実
じゅうじつ

させる 

３．外国語
がいこくご

による相談
そうだん

の場
ば

を増
ふ

やす 

４．外国人
がいこくじん

のための日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

を設
もう

ける 

５．外国人
がいこくじん

も、日本人
にほんじん

と同等
どうとう

のサービス（医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教育
きょういく

等
など

）を受
う

けられるようにする 

６．外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

の相互
そ う ご

理解
り か い

と交流
こうりゅう

を進
すす

める 

７．いわゆるヘイトスピーチを含
ふく

む、差別的
さべつてき

言動
げんどう

への取
と

り締
し

まりを強化
きょうか

する 

８．その他
た

（                                 ） 

９．特
とく

にない 

10．わからない 

疾病
しっぺい

等
など

にかかる人権
じんけん

侵害
しんがい

について 

問
とい

20．エイズ患者
かんじゃ

やＨＩＶ（エイズウイルス）感染者
かんせんしゃ

、ハンセン病
びょう

患者
かんじゃ

等
など

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなた

が人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○）

１．職場
しょくば

、学校
がっこう

等
など

で嫌
いや

がらせやいじめを受
う

け

ること 

８．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
きょ ひ

されること  

９．宿泊
しゅくはく

施設
しせつ

、店舗
てん ぽ

等
など

への入店
にゅうてん

や施設
しせつ

利用
りよう

２．結婚
けっこん

問題
もんだい

で周囲
しゅうい

の反対
はんたい

を受
う

けること を拒否
きょ ひ

されること 

10．じろじろ見
み

られたり、避
さ

けられたりす 

ること 

11．その他
た

（            ） 

12．特
とく

にない 

３．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること

４．治療
ちりょう

や入院
にゅういん

を断
ことわ

られること 

５．無断
む だ ん

でエイズ検査
け ん さ

等
など

をされること 

６．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

7．ハンセン病
びょう

療養所
りょうようじょ

の外
そと

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を営
いとな

むのが困難
こんなん

なこと 

 13．わからない 

問
とい

21． 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはど

のようなことですか。（あてはまるものすべてに○）

１．職場
しょくば

、学校
がっこう

等
など

で嫌
いや

がらせやいじめを受
う

け

ること 

７．患者
かんじゃ

やその家族
かぞ く

等
など

のための相談
そうだん

・支援
しえ ん

体制
たいせい

が十分
じゅうぶん

に整備
せい び

されていないこと 

８．マスメディア等
など

で不確
ふた し

かな情報
じょうほう

が拡
かく

散
さん

されること 

９．その他
た

（            ） 

２．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受けること

３．治療
ちりょう

や入院
にゅういん

を断
ことわ

られること 

４．無断
む だ ん

で検査
け ん さ

等
など

をされること 

５．患者
かんじゃ

やその家族
か ぞ く

等
など

が差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をさ 10．特
とく

にない 

れること 

６．医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

やその家族
か ぞ く

等
など

が差別的
さべつてき

な 

11．わからない  

言動
げんどう

をされること 
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問
とい

22．疾病
しっぺい

等
など

にかかる人権
じんけん

侵害
しんがい

を防
ふせ

ぐために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（○は３つまで）

１．プライバシーに配慮
はいりょ

した医療
いりょう

体制
たいせい

や検査
け ん さ

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

２．患者
かんじゃ

や感染者
かんせんしゃ

、その家族
か ぞ く

等
など

への偏見
へんけん

や差別
さ べ つ

をなくすための啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
など

を行
おこな

う 

３．医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

やその家族
か ぞ く

等
など

への偏見
へんけん

や差別
さ べ つ

をなくすための啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
など

を行
おこな

う 

４．疾病
しっぺい

等
など

に関
かん

する正
ただ

しい知識
ちしき

についての教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

する 

５．患者
かんじゃ

や感染者
かんせんしゃ

、その家族
か ぞ く

等
など

を支援
しえ ん

するため、行政
ぎょうせい

・医療
いりょう

機関
きか ん

・民間
みんかん

団体
だんたい

等
など

の連携
れんけい

を推進
すいしん

する 

６．患者
かんじゃ

や感染者
かんせんしゃ

、その家族
か ぞ く

等
など

の生活
せいかつ

を支援
し え ん

する 

７．患者
かんじゃ

や感染者
かんせんしゃ

の医療費
いりょうひ

を援助
えんじょ

する 

８．その他
た

（                                 ） 

９．特
とく

にない 

10．わからない 

インターネットによる人権
じんけん

侵害
しんがい

について 

問
とい

23．インターネットによる人権
じんけん

侵害
しんがい

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるの

はどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○）

１．他人
た に ん

を誹謗
ひ ぼ う

中 傷
ちゅうしょう

する表現
ひょうげん

が掲載
けいさい

されること 

２．他人
た に ん

に差別
さ べ つ

をしようとする気持
き も

ちを起
お

こさせたり、それを助長
じょちょう

するような表現
ひょうげん

が掲載
けいさい

されること 

３．SNS（ラインやツイッター等
など

）による交流
こうりゅう

が犯罪
はんざい

を誘発
ゆうはつ

する場
ば

となっていること 

４．捜査
そ う さ

の対象
たいしょう

となっている未成年者
みせいねんしゃ

の実名
じつめい

や顔
かお

写真
じゃしん

が掲載
けいさい

されること 

５．ネットポルノが存在
そんざい

していること 

６．プライバシーに関
かん

する情報
じょうほう

が掲載
けいさい

されること 

７．リベンジポルノ（元交際
もとこうさい

相手
あ い て

等
など

の性的
せいてき

な画像
が ぞ う

等
など

を、相手
あ い て

の同意
ど う い

を得
え

ることなく、 

インターネットの掲示板
けいじばん

等
など

に公表
こうひょう

する行為
こ う い

）が行
おこな

われていること 

８．その他
た

（                                 ） 

９．特
とく

にない 

10．わからない 

問
とい

24．インターネットによる人権
じんけん

侵害
しんがい

を防
ふせ

ぐために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

います

か。（○は３つまで）

１．インターネット上
じょう

で人権
じんけん

侵害
しんがい

を受
う

けた人
ひと

のための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

２．インターネットの利用者
りようしゃ

やプロバイダ等
など

に対
たい

して、個人
こ じ ん

のプライバシーや名誉
め い よ

に関
かん

する正
ただ

しい理解
り か い

を深
ふか

めるための教育
きょういく

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

する 

３．情報
じょうほう

の提供
ていきょう

停止
て い し

や削除
さくじょ

等
など

に関
かん

する法的
ほうてき

規制
き せ い

を強化
きょうか

する 

４．違法
い ほ う

な情報発
じょうほうはっ

信者
しんしゃ

に対
たい

する監視
か ん し

や取
と

り締
し

まりを強化
きょうか

する 

５．その他
た

（                                 ） 

６．特
とく

にない 

７．わからない 
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セクシュアルマイノリティの人権
じんけん

について 

問
とい

25．セクシュアルマイノリティに関
かん

する事
こと

柄
がら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはど

のようなことですか。（あてはまるものすべてに○）

１．職場
しょくば

、学校
がっこう

等
など

で嫌
いや

がらせやいじめを受
う

けること 

２．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること 

３．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

４．アウティング※をされること  

５．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
き ょ ひ

されること 

６．宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

、店舗
て ん ぽ

等
など

への入店
にゅうてん

や施設
し せ つ

利用
り よ う

を拒否
き ょ ひ

されること  

７．じろじろ見
み

られたり、避
さ

けられたりすること 

８．トイレや入浴
にゅうよく

施設
し せ つ

等
など

の設備
せ つ び

への配慮
はいりょ

が十分
じゅうぶん

でないこと 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 

※アウティング：本人
ほんにん

の了解
りょうかい

を得
え

ずに性的
せいてき

指向
しこ う

や性
せい

自認
じに ん

等
など

を他者
たし ゃ

に暴露
ばく ろ

すること

問
とい

26．セクシュアルマイノリティの人権
じんけん

を守
まも

るために、あなたはどのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いま

すか。（○は３つまで）

１．セクシュアルマイノリティのための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

する 

２．セクシュアルマイノリティへの偏見
へんけん

や差別
さ べ つ

をなくすための啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
など

を行
おこな

う 

３．セクシュアルマイノリティに関
かん

する正
ただ

しい知識
ちし き

についての教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

する 

４．セクシュアルマイノリティが自分
じ ぶ ん

らしく生活
せいかつ

しやすい環境
かんきょう

にする 

５．セクシュアルマイノリティを支援
しえ ん

するため、行政
ぎょうせい

や民間
みんかん

団体
だんたい

等
など

の連携
れんけい

を推進
すいしん

する 

６．セクシュアルマイノリティの人格
じんかく

や考
かんが

えを尊重
そんちょう

する 

７．その他
た

（                                 ） 

８．特
とく

にない 

９．わからない 
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刑
けい

を終
お

えて出所
しゅっしょ

した人
ひと

の人権
じんけん

について 

問
とい

27．罪
つみ

や非行
ひこう

を犯
おか

した後
あと

に、罪
つみ

をつぐなって社会
しゃかい

の一員
いちいん

として立
た

ち直
なお

ろうとしている人
ひと

に関
かん

する

事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことですか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．更生
こうせい

した人
ひと

たちに対
たい

する誤
あやま

った認識
にんしき

や偏見
へんけん

が存在
そんざい

していること 

２．結婚
けっこん

問題
もんだい

で周囲
しゅうい

の反対
はんたい

を受
う

けること 

３．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること 

４．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
きょ ひ

されること 

５．じろじろ見
み

られたり、避
さ

けられたりすること 

６．悪質
あくしつ

な書
か

き込
こ

みや嫌
いや

がらせをされること 

７．その他
た

（                                 ） 

８．特
とく

にない 

９．わからない 

犯罪
はんざい

被害者
ひ が い し ゃ

やその家族
か ぞ く

の人権
じんけん

について 

問
とい

28．犯罪
はんざい

被害者
ひがいしゃ

等
など

に関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなこと

ですか。（あてはまるものすべてに○）

１．犯罪
はんざい

行為
こ う い

によって精神的
せいしんてき

なショックを受
う

けること 

２．犯罪
はんざい

行為
こ う い

によって経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

を受
う

けること 

３．事件
じ け ん

のことに関
かん

して、周囲
しゅうい

に噂
うわさ

話
ばなし

をされること 

４．警察
けいさつ

に相談
そうだん

しても期待
き た い

どおりの対応
たいおう

が得
え

られないこと 

５．捜査
そ う さ

や刑事
け い じ

裁判
さいばん

において精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

を受
う

けること 

６．刑事
け い じ

手続
てつづき

に必
かなら

ずしも被害者
ひがいしゃ

の声
こえ

が十分
じゅうぶん

反映
はんえい

されるわけではないこと 

７．報道
ほうどう

によってプライバシーに関
かん

することが公表
こうひょう

されたり、取材
しゅざい

によって私生活
しせいかつ

の平穏
へいおん

が保
たも

てなくなること 

８．その他
た

（                                 ） 

９．特
とく

にない 

10．わからない 
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ホームレスの人権
じんけん

について 

問
とい

29．ホームレスに関
かん

する事柄
ことがら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなことで

すか。（あてはまるものすべてに○）

１．近隣
きんりん

住民
じゅうみん

や通行人
つうこうにん

等
など

から嫌
いや

がらせを受
う

けること 

２．近隣
きんりん

住民
じゅうみん

や通行人
つうこうにん

等
など

から暴力
ぼうりょく

をふるわれること 

３．就 職
しゅうしょく

・職場
しょくば

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること 

４．差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

５．アパート等
など

への入居
にゅうきょ

を拒否
き ょ ひ

されること 

６．宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

、店舗
て ん ぽ

等
など

への入店
にゅうてん

や施設
し せ つ

利用
り よ う

を拒否
き ょ ひ

されること 

７．じろじろ見
み

られたり、避
さ

けられたりすること 

８．経済的
けいざいてき

に自立
じ り つ

が困難
こんなん

なこと 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 

自殺
じ さ つ

・自死
じ し

遺族
い ぞ く

の人権
じんけん

について 

問
とい

30．自殺
じ さ つ

・自死
じ し

遺族
い ぞ く

に関
かん

する事
こと

柄
がら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのはどのようなこと

ですか。（あてはまるものすべてに○）

１．自殺
じ さ つ

や自殺
じ さ つ

未遂
み す い

をしたことに対
たい

して、周囲
しゅうい

に噂
うわさ

話
ばなし

をされること 

２．自殺
じ さ つ

者
しゃ

や自殺
じ さ つ

未遂者
みすいしゃ

、自死
じ し

遺族
い ぞ く

等
など

が差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

３．自殺
じ さ つ

の危険性
きけんせい

を示
しめ

すサインに気
き

づき、適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができる体制
たいせい

が十分
じゅうぶん

でないこと 

４．自殺
じ さ つ

未遂者
みすいしゃ

や自死
じ し

遺族
い ぞ く

等
など

のための相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

が十分
じゅうぶん

でないこと 

５．自殺
じ さ つ

・自死
じ し

遺族
い ぞ く

に対
たい

する理解
り か い

や認識
にんしき

が足
た

りないこと 

６．その他
た

（                                 ） 

７．特
とく

にない 

８．わからない 

災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

における人権
じんけん

侵害
しんがい

について 

問
とい

31．災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

における人権
じんけん

侵害
しんがい

に関
かん

する事
こと

柄
がら

で、あなたが人権上
じんけんじょう

問題
もんだい

があると思
おも

われるのは

どのようなことですか。（あてはまるものすべてに○）

１．避難
ひ な ん

生活
せいかつ

において、プライバシーが守
まも

られないこと 

２．デマや風評
ふうひょう

等
など

による差別的
さべつてき

な言動
げんどう

をされること 

３．配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な高齢者
こうれいしゃ

、障
しょう

がいのある人
ひと

、外国人
がいこくじん

等
など

に対
たい

する配慮
はいりょ

が十分
じゅうぶん

でないこと 

４．避難
ひ な ん

所
じょ

において、女性
じょせい

や妊産婦
にんさんぷ

等
など

に対
たい

する配慮
はいりょ

が十分
じゅうぶん

でないこと 

５．避難所
ひなんじょ

において、ホームレス等
など

の特定
とくてい

の人
ひと

が拒否
き ょ ひ

されること 

６．避難
ひ な ん

生活
せいかつ

によるストレスに伴
ともな

ういさかいや虐待
ぎゃくたい

が起
お

こること 

７．その他
た

（                                 ） 

８．特
とく

にない 

９．わからない 
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３．人権
じんけん

課題
か だ い

の解決
かいけつ

のための方策
ほうさく

についておたずねします

問
とい

32．人権
じんけん

啓発
けいはつ

を推進
すいしん

するためには、あなたはどのような啓発
けいはつ

広報
こうほう

活動
かつどう

が効果的
こうかてき

であると思
おも

います

か。（あてはまるものすべてに○）

１．講演会
こうえんかい

、シンポジウム、研修会
けんしゅうかい

等
など

２．展示会
てんじかい

（資料
しりょう

、写真
しゃしん

等
など

） 

３．広報紙
こうほうし

・パンフレット・ポスター 

10． ワークショップ（参加者
さんかしゃ

による小人数
しょうにんずう

の討論会
とうろんかい

や参加
さん か

体験型
たいけんがた

の研修
けんしゅう

プログ

ラム等
など

） 

４．テレビ・ラジオを利用
り よ う

した啓発
けいはつ

広報
こうほう

 11．高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がいのある人
ひと

の疑似
ぎ じ

体験
たいけん

５．映画
え い が

・ビデオを利用
り よ う

した啓発
けいはつ

広報
こうほう

 12．高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がいのある人
ひと

等
など

との交流会
こうりゅうかい

13．自由
じゆ う

な意見
いけ ん

の交換
こうかん

ができる会合
かいごう

６．新聞
しんぶん

・雑誌
ざ っ し

を利用
り よ う

した啓発
けいはつ

広報
こうほう

７．インターネットを利用
り よ う

した啓発
けいはつ

広報
こうほう

８． SNS（ラインやツイッター等
など

）を利用
り よ う

した啓発
けいはつ

広報
こうほう

９． 交通
こうつう

広告
こうこく

（電車
でんしゃ

やバス等
など

の車内
しゃない

広告
こうこく

や

車体
しゃたい

広告
こうこく

、駅
えき

での広告
こうこく

等
など

） 

14．その他
た

（            ） 

15．特
とく

にない 

16．わからない 

問
とい

33．あらゆる人権
じんけん

課題
か だ い

の解決
かいけつ

に向
む

けて、あなたは、今後
こ ん ご

どのようなことに力
ちから

を入
い

れていけばよ

いと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○）

１．人権
じんけん

意識
い し き

を高
たか

め、人権
じんけん

への理解
り か い

を深
ふか

めてもらうための啓発
けいはつ

広報
こうほう

活動
かつどう

を推進
すいしん

する 

２．学校
がっこう

内外
ないがい

の人権
じんけん

教育
きょういく

を充実
じゅうじつ

する 

３．人権
じんけん

課題
か だ い

に対応
たいおう

する専門
せんもん

の相談
そうだん

機関
き か ん

・施設
し せ つ

を充実
じゅうじつ

する 

４．人権
じんけん

が侵害
しんがい

された被害者
ひがいしゃ

の救済
きゅうさい

・支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

する 

５．犯罪
はんざい

の取
と

り締
し

まりを強化
きょうか

する 

６．人権
じんけん

に関
かん

する情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

及
およ

び提供
ていきょう

を充実
じゅうじつ

する 

７．人権
じんけん

侵犯
しんぱん

事件
じ け ん

の調査
ちょうさ

・処理
し ょ り

や人権
じんけん

相談
そうだん

に関
かん

する人員
じんいん

を充実
じゅうじつ

する 

８．国
くに

や地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

、民間
みんかん

団体
だんたい

等
など

の関係
かんけい

機関
き か ん

が連携
れんけい

を図
はか

る 

９．その他
た

（                                 ） 

10．特
とく

にない 

11．わからない 

問
とい

34．市民
し み ん

一人
ひ と り

ひとりが、人権
じんけん

を尊重
そんちょう

しあうために、心
こころ

がけて行動
こうどう

すべきこととして、あなたは

どのようなことが求
もと

められると思
おも

いますか。（○は３つまで）

１．人権
じんけん

について正
ただ

しい知識
ち し き

を身
み

につけること 

２．因習
いんしゅう

や誤
あやま

った固定
こ て い

観念
かんねん

にとらわれないこと 

３．他人
た に ん

の立場
た ち ば

や権利
け ん り

を尊重
そんちょう

すること 

４．自分
じ ぶ ん

が生活
せいかつ

している地域
ち い き

の人々
ひとびと

を大切
たいせつ

にすること 

５．家族
か ぞ く

が互
たが

いの立場
た ち ば

や権利
け ん り

を大切
たいせつ

にすること 

６．職場
しょくば

や学校
がっこう

で、人権
じんけん

を尊重
そんちょう

する意識
い し き

を高
たか

めあうこと 

７．その他
た

（                                 ） 

８．特
とく

にない 

９．わからない 
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４．あなた自身
じ し ん

についておたずねします（令和
れ い わ

４年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）

Ｆ１．あなたの性別
せいべつ

を教
おし

えてください。（○は１つ） 

１．男性
だんせい

 ２．女性
じょせい

 3．その他
  た

※

※性別
せいべつ

の「３．その他
た

」とは、セクシュアルマイノリティに配慮
はいりょ

した選択肢
せんたくし

です。戸籍上
こせきじょう

の区分
く ぶ ん

と

は別
べつ

にご自身
じ し ん

の主観
しゅかん

によりご記入
きにゅう

ください。 

Ｆ２．あなたの年齢
ねんれい

を教
おし

えてください。（○は１つ） 

１．19歳
さい

以下
い か

 ５．50～59歳
さい

２．20～29歳
さい

 ６．60～69歳
さい

３．30～39歳
さい

 ７．70歳以上 
さいいじょう

４．40～49歳
さい

Ｆ３．あなたの職 業
しょくぎょう

を教
おし

えてください。（○は１つ） 

１．会
かい

社員
しゃいん

・公務員
こうむいん

・団体
だんたい

職員
しょくいん

 ５．学生
がくせい

２．契約
けいやく

・派遣
は け ん

社員
しゃいん

・パート・アルバイト ６．その他
た

の職 業
しょくぎょう

（         ） 

３．自営業
じえいぎょう

・個人事業主
こじんじぎょうぬし

 ７．仕事
しご と

はしていない 

４．家事
か じ

に従事
じゅうじ

・・・・・以上
いじょう

で質問
しつもん

は終
お

わりです。ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。・・・・・ 

※この調査票
ちょうさひょう

・返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

にはお名前
な ま え

、ご住
じゅう

所
しょ

を記入
きにゅう

しないでください。 

ご記入
きにゅう

いただきました調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、 

令和
れ い わ

４年
ねん

４月
がつ

30日
にち

（土
ど

）までに郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。 

なお、切手
きって

は不要
ふよう

です。 
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